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本機器を安全にご使用いただ く ために
※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただきますよ うお願いします。

2) 本製品の操作は、 本書をよ く読んで内容を理解した後に行なってください。

3) 本書は、本製品に含まれる機能詳細を説明するものであ り、お客様の特定目的に適合するものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製するこ とは固くお断りいたします。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更するこ とがあ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意をもって作成しましたが、 もし不審な点や誤り、 記載もれなど

お気付きのこ とがあ り ましたら当社営業所 ・ サービスまたはお買い求めの代理店までご連絡くだ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御するシステムの保護・安全のため当該製品を取り扱う際には、 本

書の安全に関する指示事項に従ってください。 なお、 これらの指示事項に反する扱いをされた場合

は、 当社は安全性の保証をいたしません。

2) 本製品を、 安全に使用していただくため本書に使用するシンボルマークは下記の通りです。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 死亡した り、 大けがをした りするほ

か、 爆発 ・火災を引き起こす恐れがあ り ます。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示しています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 してはいけない行為 （禁止事項） を示しています。

の中や近くに具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずしてほしい行為を示しています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用している場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれてください。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・蒸気の発生する危険雰囲気でも使用できる機

器がございます （0 種場所、 1種場所および 2種場所に設置）。 設置する場所に応じて、 本質安全防

爆構造 ・耐圧防爆構造あるいは特殊防爆構造の機器を選定して頂きご使用ください。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・配線 ・配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加えられており ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行ってください。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員と技術員および取り扱いに関わるすべての関

係者の健康と安全に対する危険性を回避するために、 適正な洗浄を行なってください。

返却時には必ず添付 「洗浄証明書」 に記入していただき、 この証明書と製品を必ず一緒にお送り く

ださい。

必要事項を記入して頂かない限り、 ご依頼をお受けするこ とができません。

また返却の際、 弊社従業員あるいは技術員と必ず事前に打ち合わせの上、 返却をしてください。

危険

警告

注意
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Because of legal regulations and for the safety of our employees and operating equipment, we need the "Declaration of Hazardous Materi
and De-Contamination", with your signature, before your order can be handled. Please make absolutely sure to attach it to the outside of
packaging.

Serial number

_____________________
Type of instrument / sensor

____________________________________________

Process data/ Temperature _____ [°F] [°C]

Conductivity / ________

_____/

[μS/cm]

Pressure _____ [psi] [

Viscosity _____ [cp] [m

_____

_____

/

/

corrosive harmother *toxic

Process
medium

Identification
CAS No.

flammable
harmful/
irritantMedium /concentration

Returned part
cleaned with

Medium for
process cleaning

Medium and warnings

* explosive; oxidising; dangerous for the environment; biological risk; radioac
*

Please tick should one of the above be applicable, include safety data sheet and, if necessary, special handling instructions.

Description of failure / ______________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________________________________

“We hereby certify that this declaration is filled out truthfully and completely to the best of our knowledge.We further certify that the ret
parts have been carefully cleaned. To the best of our knowledge they are free of any residues in dangerous quantities.”

(place, date /

Company data /

Company /

_________________________________________________

Address /

_________________________________________________

_________________________________________________

Phone number of contact person /

_________________________________________

Fax / E-Mail _________________________________________

Your order No. / _________________________

Used as SIL device in a Safety Instrumented System /

RA No.

Declaration of Hazardous Material and De-Contamination

Please reference the Return Authorization Number (RA#), obtained from Endress+Hauser, on all paperwork and mark
clearly on the outside of the box. If this procedure is not followed, it may result in the refusal of the package at our fa

Name, dept./ Signature /

E+H (RA#)

/

SIL

/ /
*

* ; ; ; ; 

)
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1 安全注意事項

1.1 用途

本取扱説明書に記載されている機器は、 圧縮天然ガス （CNG） の質量流量または体積流量を測定
する こ と を目的と し ています。
本機器を不正に使用し た り 、 異なる用途に使用し た場合、 安全に運転でき な く なる可能性があ り
ます。 それによ って生じ た損害については、 弊社は責任を負いません。

1.2 取付、 設定および操作

以下の点に注意し て く ださい。
• 本機器の設置、 電気配線、 設定、 メ ンテナン スは、 施設責任者が認める訓練を受けた作業員

のみが行って く ださい。 作業員は、 事前に取扱説明書を熟知し理解し ている必要があ り ます。
• 機器の操作にあたっては、 必ず施設責任者が認める訓練を受けた担当者だけが行って く ださ

い。 本取扱説明書の指示は必ず守って く ださい。
• CNG マスは、 高圧の気体を測定するための機器です。 そのため、 長期的な運転の安全性を確

保する ためには、 システムの専門的な設計やすべての圧力部品を適切に設置する こ と が重要
と な り ます。

• 腐食性流体の場合には、 計測チューブ、 ガス ケ ッ ト 、 プロセス接続など流体に接する部分の

材質が腐食に耐える ものであ る こ と を確認し て く ださい。 これは洗浄に使用する流体にも当
てはま り ます。 ただし、 プロセス中の温度、 濃度、 または汚染度がわずかでも異な る と、 耐
腐食性が変わる可能性があ り ます。 従って、 特定の用途での接液部の耐腐食性に対し、 弊社
は保証や責任は負いかねます。 流体に接する部分は、 お客様の責任において腐食に耐え る材
質を選定し て く ださい。

• 電気配線を行 う 作業員は、 機器が配線図に基づいて正し く 配線されている こ と を確認し て く

ださい。
• 電気機器の メ ンテナン スや修理にあたっては、 各国の定めるすべての法規に従って く ださ い。

1.3 操作上の安全性

以下の点に注意し て く ださい。
• 海外防爆環境で使用する防爆仕様の製品には、 本取扱説明書以外にも別冊の " 防爆補足説明書  

" （英文） が存在し ますのでお問い合せ く ださい。 この " 防爆補足説明書 " （英文） に記載され 
ている取付指示および定格を厳守し て く ださい。 防爆補足説明書に記載されている記号は、 認
定と認証機関を示し ています （0 ヨーロ ッパ、 NEC/CEC1)、 NEPSI）。

• エラー発生時にセンサハウジング内の圧力上昇を防止する ため、 センサのハウ ジングには破裂
板が装備されています。 ラベル （→ 8 ページ） が破損し ていない限 り 、 破裂板も損傷し ていま 
せん。

• 本機器は、 EN 61010、 IEC/EN 61326 の EMC 指令、 および NAMUR 推奨基準 NE 21 に準拠し         
た一般安全要件に適合し ます。

• 弊社は、 事前の予告な しに技術仕様を変更する権利を有する もの と し ます。 本取扱説明書に関
する最新情報および更新内容については、 最寄 り の弊社営業所も し く は販売代理店が提供いた
し ます。

• 危険 - 表面が高温です！計測チューブ内を流れる高温の流体によ り 、 センサハウ ジングの表面  
温度が上昇し ます。 流体温度と ほぼ同じ温度に達する こ と を予想する必要があ り ます。 流体温
度が高い場合は、 高温の表面によ るやけどを防止する ための適切な措置を講じ て く ださ い。

1) NEC （米国電気規則） / CEC （カナダ電気規則）
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1.4 返却

修理あ るいは校正などを必要とする流量計を弊社に返却する場合は、 以下の手順に従って く ださ
い。
• 本取扱説明書に添付されている " 安全 / 洗浄確認依頼書 " に必要な内容を正し く 記載し、必ず

機器に同封し て く ださい。 こ の確認書が同封されていない と、 弊社は、 返却される機器を運
搬、 検査、 修理する こ と ができ ません。

• 特別な取扱指示が必要であれば、 EC 規則 1907/2006 REACH に準拠し た安全データ シー ト な

どを同封し て く ださい。
• すべての残留物は除去し て く ださい。 残留物を含む可能性のあ るシールおよびすき まの溝に

は十分注意し て く ださい。 その残留物質が健康に被害を与え る もの、 た と えば、 可燃性や毒
性、 腐食性あ るいは発ガン性のあ る よ う な物質などの場合には重要です。

! 注意 ! 
" 安全 / 洗浄確認依頼書 " は本取扱説明書の巻頭に添付されています。

# 危険 ! 
• 危険な物質の痕跡がすべて除去されたかど う か確信がない、 た と えば、 その物質が溝に浸透

し ている、 あ るいはプラ スチッ ク を透過し て拡散し ている可能性があ る場合、 機器は返却し
ないで く ださい。

• 不十分な洗浄によ る廃棄物処理あ るいは外傷 （やけどなど） に起因する費用は、 機器の所持

者が負担する こ と にな り ます。

1.5 安全性に関する注意事項と記号

機器は、 最新の安全要件に適合する よ う に設計され、 テス ト されて安全に操作でき る状態で工場
から出荷されます。 本機器は、 EN 61010 の " 測定、 制御、 実験処理用の電気機器のための安全   
基準 " に準拠し ています。 ただし、 機器を不正に使用し た り 、 異なる用途に使用し た場合、 危険 
な状態が発生する可能性があ り ます。
従って、 本取扱説明書に次の記号で指示されている安全性に関する指示にご注意 く ださい。

# 危険 ! 
" 危険 " は、 正確に実行し ない と、 損傷あ るいは安全性に対する危険を伴 う 可能性があ る行為あ 
るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

" 警告 ! 
" 警告 " は、 正確に実行し ない と、 間違った操作あ るいは機器の破壊を引き起こす可能性のあ る 
行為あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

! 注意 ! 
" 注意 " は、 正確に実行し ない と、 操作に間接的な影響を及ぼす、 あ るいは機器の部品に予期し 
ない反応を引き起こす可能性のあ る行為あ るいは手順を示し ています。

1.6 型式銘板に示されたシンボル

次のシンボルが型式銘板に表示されています （関連資料を参照）。

爆発性雰囲気のあ る場所で使用する機器の場合は、 必ず読んでお く べき代表的な防爆補足説明書
の資料コード が示されます。
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2 製品について

2.1 機器名称

"CNG マス DCI" 流量計の構成は以下の通 り です。
• 変換器

• センサ

本製品には、 2 種類のバージ ョ ンが用意されています。
• 一体型 ： 変換器と センサが一体と なっています。

• 分離型 ： 変換器と センサは分離設置されます。

2.1.1 変換器の銘板

A0011587

図 1: 変換器の仕様銘板 （例）

1 オーダーコード / シ リ アル番号 : 個々の文字および数字の意味については、 仕様を参照。

2 電源 / 周波数 ： AC 85 ～ 260 V/ 50 ～ 60 Hz

消費電力 : 15 VA / 15 W

3 利用可能な入力 / 出力

4 特注品の情報表示用スペース

5 周囲温度範囲

6 保護等級

Switzerland4153 Reinach

CNGmass DCI

Order Code:

85-260 AV C

Ident No.:

Ser.No.:

8 F15-XXXXXXXXXXXXD

XXXXXXXXXXXX

IP67 / NEMA/Type 4X

N12895

-40°F<Tamb<140°F

-40°C<Tamb<+60°C
Ta+ 0°C/ °F1 18

i

15VA/W50-60Hz

I-OUT (HART), f-OUT
RELAY, STATUS-IN

2009
1

2

3

4

6

5
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2.1.2 センサの銘板

A0011590

図 2: センサの仕様銘板 （例）

1 オーダーコード / シ リ アル番号 : 個々の文字および数字の意味については、 仕様を参照。

2 校正フ ァ ク タ

3 フ ラ ンジ呼び口径

4 材質

5 最高流体温度

6 特注品の情報表示用スペース

7 周囲温度範囲

8 機器追加情報 （認定など） 用スペース

9 保護等級

10 定格圧力 ： 350 bar

11 追加情報 ： 5 点校正

2.1.3 追加銘板 （Custody transter）

A0011591-en

図 3: Custody transter 用の仕様銘板 （例）

1 周囲ク ラ ス

2 測定量

3 Custody transter 用シンボル （番号および発行日で構成）

5P-CAL

-40°C (-40°F) < Tamb <+60°C (140°F)

ABCDEFGHJKLMNPQRST

8DF15-XXXXXXXXXXXX

DN 15 - G3/4”

-50°C ... +150°C / -58°F ... +302°F
1.4435 / 316L

IP67 / NEMA/Type4X

Materials:
TM:

12345678901
Order Code:

K-factor:

Ident No.:

Ser. No.:

1.0000 / -5

PROMASS FP (CNGmass DCI)

N12895

Switzerland4153 Reinach

2009

pnom = 350bar / 5080psi (gauge)

i

1

2

3
4
5

7

9

11

6

10

8

CNGmass DCI DN15

B,C

Qmin = 0.8 kg/h

Qmax = 80 kg/h

09.XX

X.XXX
1 3

2

1.0 kgMinimum Measured Quantity:

Environment class:
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2.1.4 接続の銘板

A0002015

図 4: 変換器接続の仕様銘板 （例）

1 シ リ アル番号

2 電流出力の設定

3 リ レー接点の設定

4 端子、 電源ケーブル ： AC 85...260 V/ AC 20...55 V/ DC 16...62 V

- 端子番号 1 ： L1 （AC）、 L+ （DC）

- 端子番号 2 ： N （AC）、 L- （DC）

5 入出力信号の端子割当 （20 ～ 27）、 

→ " 入力 / 出力信号 " も参照のこ と  → 72 ページ

6 現在イ ン ス ト ールされているデバイ ス ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ン （言語グループを含む）

7 イ ン ス ト ールされている通信タ イプ

8 現在の通信ソ フ ト ウ ェ アの情報 （デバイ スの改定番号および DD フ ァ イル）

9 イ ン ス ト ールされた日付

10 6...9 に関する更新履歴

Active: 0/4...20mA, RL max. = 700 Ohm

Passive: 4...20mA, max. 30VDC, Ri < 150 Ohm

Passive: 30VDC, 250mA

(HART: RL.min. = 250 OHM)

fmax = 1kHz

3...30VDC, Ri = 5kOhm

f-OUT

I-OUT (HART)
A

P

STATUS-IN X

f-OUTPassive: 30VDC, 250mA

fmax = 1kHz
P

Communication:

Drivers:

Device SW: XX.XX.XX

XXXXXXXXXXXXXXXX

Date: 01. MAI 2009

Ex-works / ab-Werk / réglages usine

2
6

(+
)

/
2

7
(-

)

NC:

Versorgung /

Tension d'alimentation

Observer manuel d'instruction

See operating manual
Betriebsanleitung beachten

XXXXXXXXXXXSer.No.:

Supply /

2
4

(+
)

/
2

5
(-

)

2
2

(+
)

/
2

3
(-

)

2
0

(+
)

/
2

1
(-

)

N/L-

PE

A:

NO:
P:

L1/L+

1 2

319475-00XX

active
passive
normally open contact
normally closed contact

Update 1 Update 2

2

3

1

4

5

6

7

8

9

10

(WEA)
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2.1.5 破裂板の位置を示す表示ラベル

A0006920

図 5: 破裂板 （RUPTURE DISK） の位置を示す表示ラベル

! 注意 ! 
センサハウ ジングの破裂圧力に関する追加情報 → 75 ページ

2.2 認証と認定

機器は、 最新の安全要件に適合する よ う に GEP （Good Engineering Practice） に従って設計され、   
テス ト されて安全に操作でき る状態で工場から出荷されます。
本機器は、 EN 61010-1、 " 測定、 制御、 実験処理用の電気機器のための安全基準 "、 IEC/EN 61326  
の EMC 指令に準拠し ています。
本取扱説明書に記載されている シ ス テム構成は、 EC 指令に基づ く 法定要件に準拠し ています。 
エン ド レ スハウザーは本製品が試験に合格し た こ と を、CE マークの添付によ り 保証いた し ます。
本製品は 「Australian Communications and Media Authority （ACMA）」 の EMC 指令に適合し ます。

2.3 登録商標

HART® 

HART Communication Foundation, Austin, USA の登録商標です。

HistoROM™、 S-DAT® 、 T-DAT™、 FieldCare® 、 Fieldcheck® 、 Field Xpert™、 Applicator® 

Endress+Hauser Flowtec AG, Reinach, CH の登録商標または登録申請中の商標です。

i

RUPTURE
DISK

F
L
O

W
D

IR
E

C
T

IO
N
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3 設置

3.1 納品内容確認、 運搬、 保管

3.1.1 納品内容確認

製品の入荷時、 以下の点を確認し て く ださい。
• 梱包または内容物に損傷がないこ と

• 不足品がな く 、 発注し た通 り の範囲で商品が供給されている こ と

3.1.2 運搬

機器の開梱および最終設置場所までの搬送については、 以下の指示に従って く ださい。
• 機器が納品された容器で機器を運搬し て く ださい。

• プロセス接続部分に固定されている カバーあ るいはキ ャ ッ プは、 運搬や保管の際、 密閉端面

に対する機械的な損傷や異物が計測チューブに侵入するのを防ぐためのものです。 そのため、
機器を設置する直前まで、 これらのカバーやキ ャ ッ プは、 取 り 外さ ないで く ださ い。

3.1.3 保管

以下の点に注意し て く ださい。
• 機器は、 保管および運搬に際し ての衝撃を確実に防ぐ よ う に梱包し て く ださ い。 弊社出荷時

の梱包が最適です。
• 許容保管温度は –40 ～ +80 °C （–40 ～ 176 °F） です。

• 機器を設置する用意ができ る までプロセス接続部分に付いている保護キ ャ ッ プは、 外さ ない

で く ださい。
• 機器を保管し ている間、 表面温度が許容限界を越える こ と がないよ う に直射日光にさ ら さ な

いよ う にし て く ださい。

3.2 設置条件

本機器は非励磁状態で、 外部負荷を受けないよ う にし て設置する必要があ り ます。

3.2.1 外形寸法図

センサおよび変換器の外形寸法および長さに関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " （→ 78 ページ） を  
参照し て く ださい。

3.2.2 上流側 / 下流側直管部

流れの乱れを生じ させる障害物 （バルブ、 エルボ、 テ ィ ーなど） に特別な予防措置を と る必要は
あ り ません。

3.2.3 振動

計測チューブは高い振動周波数で測定を行っている ため、 配管等の外部振動の影響を受けませ
ん。 そのため、 特別な処置は必要あ り ません。

3.2.4 流量制限

流量制限の詳細については、 別冊の " 技術仕様書 " （→ 78 ページ） を参照し て く ださい。
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3.3 設置方法

3.3.1 変換器ハウジングの回転

アルミ フ ィ ールド ハウジング

# 危険 ! 
EEx d/de または NEC/CEC Cl. I Div. 1 によ る防爆仕様の変換器の回転方法は、こ こ で記載されて        
いる方法と は異な り ます。 ハウ ジングの回転方法は、 巻末の " 防爆タ イプ変換器の回転方法 " を  
参照し て く ださい。

1. 差込み止め具の 2 個の固定ネジを緩めます。

2. 変換器を最大限回し ます。

3. 変換器を慎重に最大限まで持ち上げます。

4. 変換器を必要な位置まで回し ます （左右いずれの方向にも、 最大 2 × 90°）。

5. 変換器を所定の位置まで下げ、 差込み止め具にかみ合わせます。

6. 差込み止め具の 2 個の固定ネジを再度締めなおし ます。

A0004302

図 6: 変換器の回転 （アル ミ フ ィ ールドハウジング）

3

5

61

2 4
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3.3.2 ウォールマウン ト ハウジングの取付

ウ ォールマウ ン ト ハウジングの設置方法は、 以下の方法があ り ます。
• 壁への直接取付

• 制御盤への取付け （取付セ ッ ト 、 ア ク セサ リ を参照） → 14 ページ

• 柱への取付け （取付セ ッ ト 、 ア ク セサ リ を参照） → 14 ページ

" 警告 ! 
• 取付位置における許容周囲温度範囲 

（–20 ～ +60 °C （–4 ～ +140 °F）、 オプシ ョ ン –40 ～ +60 °C （–40 ～ +140 °F）） を超過し ないよ

う に注意し て く ださい。 本製品は日陰に設置し て く ださ い。 直射日光は避けて く ださ い。
• ウ ォールマウ ン ト ハウジングは、 電線管接続口が下方を向 く よ う に設置し て く ださ い。

壁への直接取付

1. 穴を開けて く ださい （→ 図 7）。

2. 端子部カバー （a） を取 り 外し て く ださい。

3. 止めネジ （b） を穴 （c） を通し てハウジングに押し込んで く ださい。
- 止めネジ （M6） ： 最大 Ø 6.5 mm （0.26"）
- ネジ頭 ： 最大 Ø 10.5 mm （0.41"）

4. 変換器を壁に固定し て く ださい。

5. 端子部カバー （a） をハウジングに固定し て く ださい。

A0001130

図 7: 壁への直接取付

a

b
c c

90 (3.54)

35 (1.38)

192 (7.56)
8

1
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mm (inch)
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制御盤への取付

1. 制御盤内にスペース を確保し て く ださい （→ 図 8）。

2. ハウジングを制御盤内に前面から挿入し て く ださ い。

3. ウ ォールマウ ン ト ハウジングに留め具を取 り 付けて く ださ い。

4. ネジ ロ ッ ド をホルダに取 り 付け、 ハウジングがパネルウ ォールに固定される までネジ ロ ッ
ド を回し ます。 その後ナッ ト をネジ ロ ッ ド が緩まないよ う にネジ込み、 締め付けて く ださ
い。 
特別なサポー ト は不要です。

A0001131

図 8: 制御盤への取付 （ウォールマウン ト ハウジング）

柱への取付

取付は、 図の指示に従って実行し ます。 → 図 9

" 警告 ! 
設置の際に加温された配管を使用し た場合は、 ハウジングの温度が許容温度の +60 °C （+140 °F）   
を超えないよ う にし て く ださい。

A0001132

図 9: 柱への取付 （ウォールマウン ト ハウジング）

245 (9.65)

~110 (~4.33)

210 (8.27)

+0.5 (+0.019)
–0.5 (–0.019)

+0.5 (+0.019)
–0.5 (–0.019)

mm (inch)

Ø 20…70
(Ø 0.79…2.75)

~ ~ 6.1)155 (

mm (inch)
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3.3.3 現場指示計の回転

1. 変換器から表示部のカバーを取 り 外し て く ださい。

2. 表示モジュール側面を押し、 表示モジュールをカバープレー ト から取 り 外し ます。

3. 表示部を必要な位置まで回し （左右いずれの方向にも、 最大 4 × 45°）、 カバープレー ト に
再度表示モジュールを取 り 付けます。

4. 表示部のカバーを回し変換器に締め込みます。

A0003236

図 10: 現場指示計の回転 （フ ィ ールドハウジング）

3.4 設置状況確認

機器を配管に設置し た ら、 次の事項を確認し ます。

4 x 45°

機器状況と仕様 メ モ

機器が破損し ていないか （外観検査） ？ –

機器が、 プロセス温度と圧力、 周囲温度、 温度範囲など を含め、 測定ポ

イ ン ト での仕様に適応し ているか？

→ 8 ページ

設置 メ モ

センサの銘板にあ る矢印が配管を流れる流体の方向に適合し ているか？ –

測定ポ イ ン ト の番号 と それに対応する銘板は正しいか （外観検査） ？ –

選択し た取付方向は、 センサタ イプ、 流体温度 と流体特性 （固形分、 気

泡） を考慮し て適切か？

→ 11 ページ

プロセス環境 / プロセス条件 メ モ

機器が、 湿気あ るいは直射日光から保護されているか？ –
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4 配線

# 危険 ! 
海外防爆機器の配線に関し ては、 " 防爆補足説明書 " （英文） が存在し ますのでお問い合せ く だ 
さい。

! 注意 ! 
本機器には、 内蔵の遮断装置が装備されていません。 そのため、 回路遮断器を本機器の電源ラ イ
ンに設けて く ださい。

4.1 シールド および接地

フ ィ ール ド バスシステムのシール ドおよび接地を計画する場合は、以下の 3 つの重要な点を考慮  
する必要があ り ます。
• 電磁適合性 (EMC)

• 爆発防止

• 作業員の安全性

システムの最適な電磁適合性を確保するためには、 システム コ ンポーネン ト 、 特にコ ンポーネン
ト を接続する ケーブルがシール ド され、 システム内にシール ド の断絶がないこ と が重要です。 一
般的な金属製ハウ ジング を介し てフ ィ ール ド 機器 と ケーブルシール ド 線を接続する こ と が理想
的です。 通常はこれら を保護導線に接続する ため、 バスケーブルのシール ド線は重複し て接地さ
れます。 端子用に被覆をはがし た り 、 ねじ ったケーブルシール ド線の長さが必要以上に長 く な ら
ないよ う 注意し て く ださい。
最適な電磁適合性と従業員の安全性を確保するためのこの方法は、 最適な電位平衡を有する シス
テムにおいて、 特別な制約を受ける こ と な く 用いる こ と が可能です。
電位平衡のないシステムの場合は、 電源周波数 （50 Hz） 等化電流が 2 つの接地ポイ ン ト 間に流   
れる可能性があ り 、 許容シール ド電流値を超えた場合など、 最悪のケースではケーブルの破損に
つながる恐れがあ り ます。
電位平衡のないシステムで低周波の等化電流を抑制するためには、 ケーブルシール ド線を建屋接
地 （または保護導線） に一端だけを直接接続し、 その他すべての接地ポイ ン ト の接続には静電容
量式カ ッ プ リ ングを使用する こ と を推奨し ます。

" 警告 ! 
ケーブルシール ド線の両端が接地された場合にのみ、 EMC 指令の法的要件が満た されます。



CNG マス DCI 配線

エンド レスハウザー ジャ パン 17

4.2 分離型の接続

4.2.1 センサ / 変換器の接続ケーブル

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 機器の端子部カバーを開ける前に電源を切って く ださ い。 

電源に接続されている間は、 機器の設置あ るいは配線を行わないで く ださ い。 
こ の予防措置を怠る と、 電子部品に修理不可能な損害を も た らす可能性があ り ます。

• 感電の危険性があ り ます。 電源を投入する前に、 ハウジングの接地端子に保護導線を接続し

て く ださい。
• 分離型の場合、 センサ と変換器が同じ シ リ アル番号の組み合わせであ る こ と を確認し て く だ

さい。 これに従わない と、 通信エラーが発生する可能性があ り ます。

1. カバー （d） を端子部またはセンサハウジングから取 り 外し て く ださい。

2. センサ信号ケーブル （e） を適切な電線管接続口を通し て配線し て く ださい。

3. センサ と変換器を配線図に従って接続し て く ださい （→ 図 11 またはカバー内配線図を参
照）。

4. 端子部または変換器ハウジングに再度カバーを付けて く ださい。

A0003681

図 11: 分離型の接続

a 変換器ウ ォールマウ ン ト ハウジング ： 非防爆エ リ ア

b 変換器ウ ォールマウ ン ト ハウジング ： ATEX II2G / Zone 1 / NEC/CEC → 別紙の防爆資料

c センサ接続ハウジング

d 端子部または接続ハウジングのカバー

e 接続ケーブル

端子番号 : 4/5 = 灰色 ; 6/7 = 緑色 ; 8 = 黄色 ; 9/10 = 桃色 ; 11/12 = 白色 ; 41/42 = 茶色

4.2.2 ケーブル仕様、 接続ケーブル

分離型の変換器と センサを接続する ケーブルの仕様は、 下記の通 り です。

• 6 × 0.38 mm2 （20 AWG） 一括シール ドおよび個別にシール ド された芯線の PVC ケーブル

• 導体抵抗 ： ≤ 50 Ω/km （≤ 0.015 Ω/ft）

• 導体容量、 芯線 / シール ド ： ≤ 140 pF/m （≤ 42.7 pF/ft）

• ケーブル長 ： 最大 20 m （65.6 ft）

• 定常動作温度 ： 最大 +105 °C （+221 °F）

! 注意 ! 
ケーブルは、 動かないよ う に確実に取 り 付ける必要があ り ます。

4 5 6 7 8 9 10 11 12 41 42

4 5 6 7 8 9 10 11 12 41 42

S1 S1 S2 S2 GND TM TM TT TT
+ + + +

+ + + +
S1 S1 S2 S2 GND TM TM TT TT

a b

c

d

d

d

e
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4.3 機器の配線

4.3.1 変換器

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 機器の端子部カバーを開け る前に電源を切って く ださい。 

電源に接続されている間は、 機器の設置あ るいは配線を行わないで く ださ い。 
こ の予防措置を怠る と、 電子部品に修理不可能な損害を も た らす可能性があ り ます。

• 感電の危険性があ り ます。 特別な保護対策を講じ ていない場合は （例 ： 電気的に絶縁された

電源 SELV または PELV）、 電源を投入する前に、 ハウ ジングの接地端子に保護導線を接続し
て く ださい。

• 銘板の仕様と現場の電圧および周波数を確認し て く ださ い。 

電気機器の設置に関し ては国内の規則も適用されます。

1. 端子部カバー （a） を変換器ハウジングから取 り 外し て く ださい。

2. 電源ケーブル （b）、 信号ケーブル （g）、 フ ィ ール ド バス ケーブル （d） を適切な電線管接続
口を通し て配線し て く ださい。

3. 各端子の割当、 および関連する配線図に従って接続し て く ださ い。

" 警告 ! 
- フ ィ ール ド バスケーブルが破損する危険性があ り ます！ 

フ ィ ール ド バスケーブルのシール ドおよび接地に関する情報に注意し て く ださい （→ 16
ページ）。

- 従来型のケーブルグ ラ ン ド を使用し てフ ィ ール ド バス ケーブルをループさせないこ と を
推奨し ます。 後で機器を 1 台だけ交換する場合でも、 バス通信を中断させる必要があ り
ます。

4. 端子部カバー （a） を変換器ハウジングに固定し て く ださい。

 

A0004582

図 12: 変換器 （フ ィ ールドハウジング） の接続、 ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm2 （14 AWG）

a 電源ケーブル ： AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V

- 端子番号 1 ： L1 （AC）、 L+ （DC）

- 端子番号 2 ： N （AC）、 L- （DC）

b 信号ケーブル ： 端子番号 20 ～ 27 → 19 ページ

c 保安用接地用の接地端子

d 信号ケーブルシール ド線用接地端子

e サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス FXA193 （Fieldcheck、 FieldCare） 接続用サービ ス コネ ク タ

f 端子部カバー

g 端子部カバーの固定ク ラ ンプ

b
b

c

d

a

a

2
1

– 27

– 25

– 23

– 21

+ 26

+ 24

+ 22

+ 20

L1 (L+)
N (L-)

g

f

e
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A0001135

図 13: 変換器 （ウォールマウン ト ハウジング） の接続、 ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm2 （14 AWG） 2

a 電源ケーブル ： AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V

- 端子番号 1 ： L1 （AC）、 L+ （DC）

- 端子番号 2 ： N （AC）、 L- （DC）

b 信号ケーブル ： 端子番号 20 ～ 27 → 19 ページ

c 保安用接地用の接地端子

d 信号ケーブルシール ド線用接地端子

e サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス FXA193 （Fieldcheck、 FieldCare） 接続用サービ ス コネ ク タ

f  端子部カバー

4.3.2 端子の割当

入力信号 → 72 ページ
出力信号 → 73 ページ

1 2

c d

e

aa bb

f

+
22

–
23

+
20

–
21

+
24

–
25

+
26

–
27

L1 (L+)
N (L-)

端子番号 ( 入力 / 出力 )

仕様コード 20 (+) / 21 (–) 22 (+) / 23 (–) 24 (+) / 25 (–) 26 (+) / 27 (–)

固定型入出力基板 ( 変更不可 )

8DF**–***********S – – 周波数出力、 

Ex i、 パッ シブ

電流出力、 Ex i、 

ア ク テ ィ ブ、 HART

8DF**–***********T – – 周波数出力、 

Ex i、 パッ シブ

電流出力、 Ex i、 

ア ク テ ィ ブ、 HART

選択型入出力基板

8DF**–***********D ステータ ス入力 リ レー出力 パルス / 周波数

出力

電流出力、 HART

8DF**–***********M ステータ ス入力 パルス / 周波数出

力 2

パルス / 周波数

出力 1

電流出力、 HART

8DF**–***********1 リ レー出力 パルス / 周波数出

力 2

パルス / 周波数

出力 1

電流出力、 HART

8DF**–***********2 リ レー出力 電流出力 2 パルス / 周波数

出力

電流出力 1、 HART
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4.3.3 HART 接続

HART 通信への接続方法は以下の 2 通 り です。
• 端子 26 （+） / 27 （−） に直接接続する方法

• 4...20 mA 出力回路を使用し て接続する方法

! 注意 ! 
• 測定回路の最小負荷は、 250 Ω 以上必要です。

• " 出力電流範囲 " 機能で、 "4 ～ 20 mA" に設定する必要があ り ます 

（個々の設定 → " 機器パラ メ ータ説明書 " を参照）。
• HART Communication Foundation 発行の資料、特に HCF LIT 20: "HART 技術概要 " も参照し て く

ださい。

HART ハンド ヘルド タ ーミ ナルの接続

HART Communication Foundation 発行の資料、 特に HCF LIT 20: "HART 技術概要 " も参照し て く         
ださい。

A0004586

図 14: HART ハン ド ヘルド ター ミ ナルの接続

1 HART ハン ドヘル ド ター ミ ナル

2 電源

3 シール ド

4 その他のス イ ッ チあ るいは PLC （パッ シブ入力）

操作ソフトウェアと PC の接続

PC と操作ソ フ ト ウ ェ ア （例 ： "FieldCare"） を接続するには、 HART モデム （例 ： コ ミ ュボ ッ ク    
ス FXA 195） が必要にな り ます。

A0004592

図 15: PC と操作ソ フ ト ウ ェ アの接続

1 PC と操作ソ フ ト ウ ェ ア

2 電源

3 シール ド

4 その他のス イ ッ チあ るいは PLC （パッ シブ入力）

5 HART モデム （例 : コ ミ ュボ ッ ク ス FXA195）

+26

-27

4

2

� �250

1

3

+26

� �250
–27

1

2

3

5

4
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4.4 保護等級

本機器は、 IP 67 の必要要件をすべて満た し ています。

IP 67 を維持する ために、 現場設置または メ ンテナン スの後で必ず以下の事を確認し て く ださい。
• ハウジングの溝にはめ込まれたシールは、 清浄でかつ損傷し ていないこ と。 必要に応じ て、

シールの乾燥、 洗浄または交換を行って く ださい。
• すべてのネジおよびカバーを し っか り 締めて く ださい。

• 接続ケーブルは、 指定された外径のものを使用し て く ださ い （→ 74 ページ 参照）。

• 電線管接続口を し っか り 固定し て く ださい （→ 図 16 a 参照）。

• ケーブルは、 電線管接続口の前で下方に垂れる よ う に配線し て く ださ い （" ウ ォーター ト ラ ッ

プ "） （→ 図 16 b 参照）。 この方法で、 電線管接続口に湿気が侵入する こ と を防げます。

! 注意 ! 
機器の取付けは、 電線管接続口が上方を向かないよ う に行って く ださ い。

A0001914

図 16: 設置指示、 電線管接続口

• 使用し ない電線管接続口はすべて取 り 外し、 代 り にプラ グを差し込んで く ださ い。

• 金属環を電線管接続口から取 り 外さ ないよ う にし て く ださ い。

" 警告 ! 
センサハウジングのネジを緩めないで く ださい。 ネジを緩める と弊社によ り 保証されている保護
が適用されません。

a b
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4.5 配線状況の確認

機器の電気接続が完了し た ら、 次の点を確認し て く ださい。

機器状況と仕様 メモ

ケーブルあ るいは機器に損傷がないか （外観検査） ？ –

電気配線 メモ

電源電圧が銘板の仕様に適合し ているか？ 85...260 V AC （45...65 Hz）

20..55 V AC （45...65 Hz）

DC 16 ～ 62 V

ケーブルの仕様は正しいか？ → 17 ページ

ケーブルには、 適切な余裕があ るか？ –

ケーブルはタ イプ別 （電源ラ イ ン、 信号ラ イ ン） に正確に分け られてい

るか？

ケーブルに余分なた るみや交差がないか？

–

電源ケーブルおよび信号ケーブルが正確に接続されているか？ → 端子部分のカバー内側に

あ る配線図を参照

すべてのネジ端子がし っか り と締められているか？ –

取 り 付け られたすべてのケーブルグ ラ ン ド がし っか り と固定され正し く

シールされているか？

ケーブルにた るみ （ウ ォーター ト ラ ッ プ） があ るか？

→ 21 ページ、 " 保護等級 " 

セ ク シ ョ ン

すべてのハウジングカバーが取 り 付け られ、 し っか り と締められている

か？

–
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5 操作

5.1 表示部および操作スイ ッ チ

現場指示計によ り 、 現場で重要なパラ メ ータ をすべて直接読み取る こ と ができ ます。 ま た " ク  
イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ " あ るいは機能マ ト リ ク ス を使って機器の設定を行 う こ と もでき ます。
表示部は、 測定値や他のパラ メ ータ （流れ方向、 空検知、 バーグ ラ フなど） を表示する 4 行の表  
示部で構成されています。 行の割当を他のパラ メ ータに変更する こ と もでき ます （→ " 機器パラ 
メ ータ説明書 " GP001D を参照）。

A0001172

図 17: 表示部および操作スイ ッ チ

1 液晶デ ィ スプレ イ 

バッ ク ラ イ ト 付き 4 行液晶デ ィ スプレ イは、 測定値、 テキス ト 、 エラー メ ッ セージおよび注意 メ ッ  

セージを表示し ます。 通常測定時の画面をホーム画面と 言います。 

読み値の表示

2 " タ ッ チコ ン ト ロール " 光学センサ

3 プラ ス / マイナスキー

- ホーム画面 → 積算計の値および入力 / 出力の現在値へ直接ア ク セス

- 数値の入力、 パラ メ ータの選択

- 機能マ ト リ ク ス内の異なるブロ ッ ク、 グループおよび機能グループの選択

+/- キー （X） を同時に押すと 、 以下の機能が起動し ます。

- 機能マ ト リ ク スから順次抜けでます。 →  ホーム画面

- Q キーを 3 秒以上押し続けます。 →  直接ホーム画面に戻 り ます。

- データ入力のキ ャ ンセル

4 エン ターキー

- ホーム画面から機能マ ト リ ク スに入 り ます。

- 入力し た数値または変更し た設定を保存し ます。

+24.502
+1863.97

x

y
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v

v

3S

Esc

E+-
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2

3 4
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5.1.1 表示値 （運転モー ド）

表示部は、 3 行で構成されています。 各行に測定値や他のパラ メ ータ （流れ方向、 バーグ ラ フな 
ど） が表示されます。 行の割当を他のパラ メ ータに変更する こ と も でき ます （→ " 機器パラ メ ー 
タ説明書 " を参照）。

交互表示モード
各行に最大 2 個の異な る測定変数を割 り 当て る こ と ができ ます。 こ こ で割 り 当て られた 2 個の測
定変数は、 10 秒毎に交互に表示されます。

エラーメッセージ
システム / プロセスエラーを表示し ます。 → 28 ページ

A0001173

図 18: 通常運転モー ドの標準的な表示 （ホーム画面）

1 1 行目の表示 ： 主要な測定値を表示し ます （例 ： 質量流量 [kg/h]）。

2 2 行目の表示 ： 測定変数、 ステータ ス変数を表示し ます （例 ： 積算計 3 [t]）。

3 3 行目の表示 ： 測定変数、 ステータ ス変数に関する追加情報を表示し ます （例 ： 質量流量によ って 

達し たフルスケール値のバーグ ラ フ表示）。

4 " 情報ア イ コ ン " フ ィ ール ド：測定値に関する追加情報を表すア イ コ ンが この領域に表示されます。 

すべてのア イ コ ンおよびその意味については、 25 ページ を参照し て く だ さい。

5 " 測定値 " フ ィ ール ド ： 現在の測定値がこ の領域に表示されます。

6 " 測定単位 " フ ィ ール ド ： 現在の測定値に対し て設定された測定単位および時間が、 この領域に表 

示されます。

5.1.2 追加表示機能

ホーム画面で Q キーを押すと、下記の情報を含む " 情報 メ ニュー" を呼び出すこ と ができ ます。
• 積算計の値 （オーバーフ ローを含む）

• 設定された入力 / 出力の現在値または状態

• 機器のタ グ番号 （ユーザーによ る設定可能）

P → 情報 メ ニューの中の各項目を スキ ャ ン し ます。
X （Esc キー） → ホーム画面に戻 り ます。

1

4 5 6

2

3

+24.502
+1863.97
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xy
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5.1.3 アイ コ ン

左側のフ ィ ール ド に表示される ア イ コ ンは、 測定変数、 機器の状態およびエラー メ ッ セージの読
取および認識を容易にし ます。

アイコン 意味 アイコン 意味

S システムエラー P プロセスエラー

$ ア ラーム メ ッ セージ

（出力に影響する）

! 注意 メ ッ セージ

（出力に影響し ない）

| 1...n 電流出力 1...n P 1...n パルス出力 1...n

F 1...n パルス / 周波数出力 S 1...n ステータ ス / リ レー出力 1...n

（または、 ステータ ス入力）

Σ 1...n 積算計 1...n

A0001181

測定モード : 

脈流 A0001182

測定モード : 

正 / 負両方向

A0001183

測定モード :

正方向 A0001184

カ ウ ン ト モード , 積算計 ;

+/- パルスアジ ャ ス ト （正方向

および逆方向の流量測定）

A0001185

カ ウ ン ト モード , 積算計 ;

正方向の流量 A0001186

カ ウ ン ト モード , 積算計 ;

逆方向の流量

A0001187 ステータ ス入力

A0001188

体積流量

A0001200

流体密度

A0001208

基準密度

A0001207

流体温度

a0001206

リ モー ト 操作によ る設定

以下の通信によ る機器の操作 ：

• HART、 た と えば FieldCare、

Field Xpert
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5.2 機能マ ト リ クスの簡易操作説明

! 注意 ! 
• 一般情報を参照し て く ださい。 → 27 ページ

• 機能説明 → " 機器パラ メ ータ説明書 " を参照し て く ださい。

1. ホーム画面 → F → 機能マ ト リ ク スに入 り ます。

2. ブロ ッ ク を選択し ます （た と えば、 ｼｭﾂﾘｮｸ）。

3. グループを選択し ます （た と えば、 ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1）。

4. 機能グループを選択し ます （た と えば、 ｾｯﾃｲ）。

5. 機能を選択し ます （た と えば、 ｼﾞﾃｲｽｳ）。
パラ メ ータの変更も し く は数値を入力し ます。
P → 選択または入力 ： コード、 選択項目、 数値
F → 入力データ を保存し ます。

6. 機能マ ト リ ク ス を終了し ます。
- Esc キー （X） を 3 秒以上押し続けて く ださい。 → ホーム画面
- Esc キー （X） を繰 り 返し押し て く ださい。 → 繰 り 返すこ と によ り  ホーム画面に戻 り ま

す。

A0001210

図 19: 機能の選択およびパラ メ ータの設定 （機能マ ト リ クス）
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5.2.1 一般情報

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューには、 設定を容易にするために初期設定が入力されています。
これに対し て、 複雑な測定では、 必要に応じ て設定し、 プロセス固有の設定を行 う ための、 追加
機能が必要と な り ます。 従って、 機能マ ト リ ク スには、 多数の追加機能が含まれますが、 簡潔化
を図るため、 これら を多数の メ ニューレベル （ブロ ッ ク、 グループ、 および機能グループ） に分
類し ています。

機能を設定する場合は、 次の指示に従って く ださい。
• 前述に記載された方法で機能を選択し て く ださい。 → 26 ページ 

機能マ ト リ ク スのそれぞれのセルは、 デ ィ スプレ イ上の数字または文字コード によ り 識別さ
れます。

• 特定の機能はオフにする こ と ができ ます。 あ る機能をオフにし た場合は、 関連する他の機能

グループの機能も表示されな く な り ます。
• あ る機能では入力データの確認が行われます。 

P を押し て " ﾊｲ " を選択し、 F で確定し ます。 これで、 新たな設定が保存、 あ るいはその機能

がス ター ト し ます。
• 5 分間キー操作が行われない場合は、 自動的にホーム画面に戻 り ます。

• ホーム画面に自動的に戻った後、 60 秒間キー操作を行なわない と、 プロ グ ラ ミ ングモード は

自動的にロ ッ ク されます。

" 警告 ! 
機能マ ト リ ク ス を含め、 すべの機能の詳細は、 本取扱説明書と は別冊の " 機器パラ メ ータ説明書 
" に記載されています。

! 注意 ! 
• 機器はデータの入力中でも測定を続行し ます。

• 電源異常 （停電時） が発生し て も、 事前に設定し た内容は EEPROM に安全に保存されます。

5.2.2 プログラ ミ ングモー ドの有効化

機能マ ト リ ク スへのア ク セス を ロ ッ クする こ と ができ ます。 機能マ ト リ ク ス を ロ ッ クする と、 不
注意によ る機器の機能、 数値または設定値の変更が不可能にな り ます。 数値コード （初期設定値
= 84） を入力し ない と、 設定を変更でき ません。
コード は任意に設定する こ と ができ、 関係者以外が機器を操作する こ と を防止でき ます （→ " 機 
器パラ メ ータ説明書 " を参照）。

コード を入力する場合は、 次の指示に従って く ださい。
• プロ グ ラ ミ ングがロ ッ ク された状態で、 あ る機能で P キーを押す と、 表示部にコード入力画

面が自動的に表示されます。
• ユーザーコード に "0" を入力する と、 プロ グ ラ ミ ングが常に可能な状態にな り ます。

• ユーザーコード を紛失し た場合は、 弊社サービ スにお問い合せ く ださ い。

" 警告 ! 
センサ特性を決定する特定のパラ メ ータ を変更する と、 機器の多 く の機能、 特に測定精度に影響
を及ぼし ます。
通常の状況下では、 これらのパラ メ ータ を変更する必要はないため、 これらのパラ メ ータは、 弊
社サービ スのみが認識し ている特別なコード で保護されています。
弊社サービ スにお問い合せ く ださい。

5.2.3 プログラ ミ ングモー ドの無効化

ホーム画面に自動的に戻った後、60 秒間キー操作を行わない と、プロ グ ラ ミ ングモード は自動的 
にロ ッ ク されます。
" ア ク セス コード " 機能で （ユーザーコード以外の） 任意の数字を入力する こ と によ り 、 プロ グ 
ラ ミ ングを ロ ッ クする こ と も でき ます。
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5.3 エラー メ ッ セージ

5.3.1 エラーの種類

設定あ るいは測定動作中に発生するエラーは、 すぐに表示されます。 2 つあ るいはそれ以上のシ 
ステム またはプロセスエラーが発生し た場合、 最優先に処理する必要のあ るエラーが表示部に表
示されます。

エラーには以下の 2  種類があ り ます。
• システムエラー

こ のグループには、 通信エラーやハード ウ ェ アエラーなど、 すべてのシステム上のエラーが含
まれます。 → 58 ページ

• プロセスエラー
こ のグループには、 ス ラ グ流状態など、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン上のエ ラーが含まれます。
→ 62 ページ

A0001211

図 20: エラー メ ッ セージの表示 （例）

1 エラータ イプ ： P = プロセスエラー、 S = システムエラー

2 エラー メ ッ セージ タ イプ ： $ = ア ラーム メ ッ セージ、 ! = 注意 メ ッ セージ 

3 エラー名称 ： 例 ： ｽﾗｸﾞﾘｭｳ ｼﾞｮｳﾀｲ = 流体が均質ではあ り ません。

4 エラー番号 ： 例 : #702

5 最新のエラー発生継続時間 （時、 分、 秒）

5.3.2 エラー メ ッ セージの種類

システムエラーおよびプロセスエラーは機器によ って、 必ず 2 種類のエラー メ ッ セージ （アラー  
ムメッセージまたは注意メッセージ） に割 り 当て られ、 異なる重み付けがされます。
しかし、 モジュールの欠陥など、 重大なシステムエラーは、 常に、 機器によ り 、 " ア ラーム メ ッ 
セージ " と し て識別および分類されます。

注意メッセージ（!）
• こ のエラーは、 機器の現在の運転モードや出力には一切影響を及ぼし ません。

• 表示形態 → 感嘆符 （!）、 エラータ イプ （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）

アラームメッセージ（$）
• こ のエラーは実行中の測定を中断あ るいは停止させ、 出力に直接影響を及ぼし ます。 出力の

応答 （フ ェールセーフモード） は、 機能マ ト リ ク スの機能によ って定義でき ます。
• 表示形態 → 稲光 （$） エラータ イプ （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）。

! 注意 ! 
• 安全のため、 エラー時に リ レー出力またはフ ィ ール ド バス通信によ り 出力する こ と をおすす

めし ます。
• エラーが発生し た場合、 NAMUR 推奨基準 NE 43 に従ったエラー信号を電流出力によ り 出力で

き ます。

1

2 4 5 3

+24.502
XXXXXXXXXX
#000 00:00:05

P

+24.502
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5.3.3 エラー メ ッ セージの確認

設備およびプロセスの安全のために、 常に現場で F キーを押し てア ラーム メ ッ セージ （$） の解  
除および確認をする よ う に機器を設定でき ます。 この操作を実行する こ と によ り 表示部のエラー
メ ッ セージを消すこ と ができ ます。 
このオプシ ョ ンは、" ｲｼﾞｮｳ ﾉ ｼﾞｭﾘｮｳ " 機能で設定でき ます（→ " 機器パラ メ ータ説明書 " を参照）。

! 注意 ! 
• ア ラーム メ ッ セージ （$） はステータ ス入力経由でも リ セ ッ ト する こ と ができ ます。

• 注意 メ ッ セージ （!） に対し ては、 確認の必要があ り ません。 ただし、 エラーの原因が除去さ

れる まで注意 メ ッ セージが表示され続ける こ と にご注意 く ださ い。

5.4 通信 （HART）

現場操作に加えて、 HART 通信に よ り 機器の設定および測定変数の読込みを行 う こ と がで き ま 
す。 デジ タル通信には、 4 ～ 20 mA の HART 電流出力を使用し ます。 → 20 ページ
HART 通信を使用し て、 機器の設定と診断を行 う ために、 測定データ と機器データ を HART 通信   
用端末と現場機器の間で転送する こ と ができ ます。
HART 機器、 た と えば、 ハン ドヘル ド ター ミ ナルや FieldCare などには、 HART  対応機器の全情     
報ア ク セスするためのデバイ スデ ィ ス ク リ プシ ョ ンフ ァ イル （DD フ ァ イル） が必要 と な り ます。 
これらのフ ァ イルを使用し て、 HART 機器内の全情報にア ク セス し ます。 通信は、 " コマン ド " 
と し て転送されます。

このコマン ド グループには以下の 3 つのグループがあ り ます。
• 標準コマンド（Universal Commands）

すべての HART 機器は、 このコマン ド をサポー ト し ています。 た と えば、 次の機能を利用する  
こ と ができ ます。
- HART 機器の認識
- デジ タル信号で検出された測定値の読取 り （体積流量、 積算計など）

• 共有コマンド（Common Practice Commands）

こ のコマン ド は、 ほ と んどのフ ィ ール ド機器でサポー ト されている機能です。
• 機器特有のコマンド（Device-specific Commands）

これらのコマン ド は、 機器固有の機能にア ク セスする ためのコマン ド です。 これらは、 HART
の標準ではあ り ません。 こ のコマン ド を使用し て、 空 / 満管調整校正やローフ ローカ ッ ト オフ
などの個々のフ ィ ール ド機器データにア ク セスする こ と ができ ます。

! 注意 ! 
プロマス 83 は、 3 つのコマン ドすべてにア ク セスでき ます。
サポー ト し ているすべての "標準コマン ド（Universal Commands）" および "共有コマン ド （Common    
Practice Commands） " については、 31 ページ を参照し て く ださ い。



操作 CNG マス DCI

30 エンド レ スハウザー ジャ パン

5.4.1 操作オプシ ョ ン

" 機器特有のコマン ド （Device-specific commands） " を含めて機器を完全に操作する ために DD   
フ ァ イルが存在し ます。 この DD フ ァ イルは以下の機器およびソ フ ト ウ ェ アで使用されます。

! 注意 ! 
• 機能 " ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " （電流出力 1） では、HART プロ ト コルの設定は "4-20 mA HART" ま

たは "4-20 mA （25 mA） HART" にする必要があ り ます。
• HART によ る上書き禁止は、 入出力基板上のジャ ンパによ り 無効化または有効化でき ます

（→ 39 ページ）。

HART ハンド ヘルド タ ーミ ナル Field Xpert

HART  ハン ドヘル ド ター ミ ナルで機能選択する場合、多数の メ ニューレベルおよび特殊な HART   
機能マ ト リ ク ス を使用する こ と にな り ます。
HART DXR 375 ハン ドヘル ド ター ミ ナルのキ ャ リ ングケースに含まれる HART マニュ アルには、     
その機器に関する詳細が記載されています。

操作プログラ ム "FieldCare"

FieldCare は、 エン ド レ スハウザー社製 FDT ベースのプラ ン ト アセ ッ ト マネージ メ ン ト ツールで   
す。 本ツールを利用し て、 ループ内にあ る イ ンテ リ ジェ ン ト フ ィ ール ド機器の設定および診断が
可能です。 ステータ ス情報を利用する こ と によ り 、 簡単かつ効果的に機器のステータ スや状態を
監視し ます。 プロ ラ イ ン流量計への接続は、HART イ ン ターフ ェ イ ス FXA195 または サービ ス イ    
ン ターフ ェ イ ス FXA193 などを介し て行われます。

5.4.2 現在の DD フ ァ イル

以下の表では、 該当する操作ツールに対応する DD フ ァ イルを説明し、 これらのフ ァ イルの入手
先を示し ます。

HART プロ ト コル :

! 注意 ! 
Fieldcheck テス タ / シ ミ ュ レータは、 現場で流量計をテス ト する ために使用されます。 FieldCare  
ソ フ ト ウ ェアパッ ケージ と組合わせて使用する こ と によ り 、 テス ト 結果をデータベースに取込ん
で、 印刷し た り 公的な認証に使用する こ と ができ ます。 詳細は、 弊社サービ スにお問い合せ く だ
さい。

有効なソフトウェア : 3.01.00 → 機能 " ﾃﾞﾊﾞｲｽｿﾌﾄｳｪｱ "

デバイス データ HART
ｾｲｿﾞｳｼｬ ID:

ﾃﾞﾊﾞｲｽ ID:

11hex （ENDRESS+HAUSER）

55hex

→ 機能 " ｾｲｿﾞｳｼｬ ID"

→ 機能 " ﾃﾞﾊﾞｲｽ ID"

HART バージョンデータ : デバイ ス改定番号 8 / DD 改定番号 1

ソフトウェアリリース : 01.2010

操作プログラム : DD ファイルの入手方法 :

Field Xpert ハン ドヘル ド

ター ミ ナル

• ハン ドヘル ド ター ミ ナルの更新機能を使用する

FieldCare / DTM • www.endress.com （→ Download → Software → Driver）

• CD–ROM （エン ド レ スハウザー社注文番号 56004088）

テスタ / シミュレータ : DD ファイルの入手方法 :

フ ィ ール ド チェ ッ ク • Fieldflash モジ ュールの流量計 FXA193/291 DTM 経由で FieldCare によ

り 更新
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5.4.3 機器およびプロセス変数

機器変数
次の機器変数は、 HART 通信で使用可能です。

プロセス変数

プロセス変数は、 工場出荷時に次の機器変数に割 り 当て られています。
• 一次プロセス変数 （PV） → ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ

• 二次プロセス変数 （SV） → ｾｷｻﾝｹｲ 1

• 三次プロセス変数 （TV） → ﾐﾂﾄﾞ

• 四次プロセス変数 （FV） → ｵﾝﾄﾞ

! 注意 ! 
コマン ド 51 を使用し て、 機器変数の割当をプロセス変数に割 り 当てる こ と ができ ます 
（→ 35 ページ）。

5.4.4 標準 / 共有 HART コ マン ド

コード（10 進法） 機器変数 コード（10 進法） 機器変数

0 ｵﾌ （割当な し） 8 ｷｼﾞｭﾝ ﾐﾂﾄﾞ

2 ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ 9 ｵﾝﾄﾞ

5 ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ 250 ｾｷｻﾝｹｲ 1

6 ｷｼﾞｭﾝﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ 251 ｾｷｻﾝｹｲ 2

7 ﾐﾂﾄﾞ 252 ｾｷｻﾝｹｲ 3

標準コマンド

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ  
（10 進法の数値データ）

0 個別のデバイ ス ID の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し デバイ ス ID で機器 と製造者の情報を知る こ と ができ ます。

変更する こ と はでき ません。

レ スポン スは、 12 バイ ト のデバイ ス ID で構成されていま

す。

- 0 バイ ト ： 254 に固定

- 1 バイ ト ： 製造者 ID、 17 = Endress+Hauser

- 2 バイ ト ： デバイ ス タ イプ ID、 例 ： 85 = CNG マス DCI

- 3 バイ ト ： プレ ンブル数

- 4 バイ ト ： 標準コマン ド の改訂番号

- 5 バイ ト ： 機器特有のコマン ド の改定番号 

- 6 バイ ト ： ソ フ ト ウ ェ ア改訂番号

- 7 バイ ト ： ハード ウ ェ ア改訂番号

- 8 バイ ト ： 追加機器情報

- 9-11 バイ ト ： 機器 ID

1 一次プロセス変数の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し - 0 バイ ト ： 一次プロセス変数の HART 単位コード

- 1-4 バイ ト ： 一次プロセス変数 

初期設定 ：

一次プロセス変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意 ! 

• コマン ド "51" を使用し て、 機器変数の割当てをプロセス

変数に割 り 当てる こ と ができ ます。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表されま

す。
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2 一次プロセス変数を電流値

（mA） と 、 測定範囲のパーセ

ン ト 値と し て読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し - 0-3 バイ ト ： 一次プロセス変数の電流出力値 （mA）

- 4-7 バイ ト ： 測定範囲のパーセン ト 値

初期設定 ：

一次プロセス変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意 ! 

コマン ド "51" を使用し て、 機器変数の割当てをプロセス変

数に割 り 当てる こ と ができ ます。

3 一次プロセス変数を電流値

（mA） と 、 4 つのダ イナ ミ ッ

ク プロセス変数 （コマン ド 51 

を使用し て設定）

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し 24 バイ ト はレ スポン ス と し て送信 ：

- 0-3 バイ ト ： 一次プロセス変数の電流値 （mA）

- 4 バイ ト ： 一次プロセス変数の HART 単位コード

- 5-8 バイ ト ： 一次プロセス変数

- 9 バイ ト ： 二次プロセス変数の HART 単位コード

- 10-13 バイ ト ： 二次プロセス変数

- 14 バイ ト ： 三次プロセス変数の HART 単位コード

- 15-18 バイ ト ： 三次プロセス変数

- 19 バイ ト ： 四次プロセス変数の HART 単位コード

- 20-23 バイ ト ： 四次プロセス変数

初期設定 ：

• 一次プロセス変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

• 二次プロセス変数 （SV） = ｾｷｻﾝｹｲ 1

• 三次プロセス変数 （TV） = ﾐﾂﾄﾞ

• 四次プロセス変数 （FV） = ｵﾝﾄﾞ

! 注意 ! 

• コマン ド "51" を使用し て、 機器変数の割当てをプロセス

変数に割 り 当てる こ と ができ ます。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表されま

す。

6 HART シ ョ ー ト フ ォームア ド

レ スの設定

ア ク セス タ イプ = 書込み

0 バイ ト ： 要求ア ド レ ス （0...15）

初期設定 ： 

0

! 注意 ! 

ア ド レ ス >0 （マルチ ド ロ ッ プモード）

で、 一次プロセス変数の電流出力は、 

4 mA にセ ッ ト されます。

0 バイ ト ： 有効なア ド レ ス

11 タ グを使用し た機器固有のデ

バイ ス ID の読込み （測定ポ

イ ン ト 設定）

ア ク セス タ イプ = 読込み

0-5 バイ ト ： タ グ デバイ ス ID で機器 と製造者の情報を知る こ と ができ ます。

変更する こ と はでき ません。

タ グが、 機器に保存されている タ グ番号と 一致し ている こ

と が確認される と、 12 バイ ト のデバイ ス ID で構成された

応答があ り ます。

- 0 バイ ト ： 254 に固定

- 1 バイ ト ： 製造者 ID、 17 = Endress+Hauser

- 2 バイ ト ： デバイ ス タ イプ ID、 85 = CNG マス DCI

- 3 バイ ト ： プレ ンブル数

- 4 バイ ト ： 標準コマン ド の改訂番号

- 5 バイ ト ： 機器特有のコマン ド の改定番号 

- 6 バイ ト ： ソ フ ト ウ ェ ア改訂番号

- 7 バイ ト ： ハード ウ ェ ア改訂番号

- 8 バイ ト ： 追加機器情報

- 9-11 バイ ト ： 機器 ID

12 ユーザー メ ッ セージの読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し 0-24 バイ ト ： ユーザー メ ッ セージ

! 注意 ! 

コマン ド "17" を使用し て、 ユーザー メ ッ セージを書き込む

こ と ができ ます。

標準コマンド

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ  
（10 進法の数値データ）
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13 タ グ、 種類 と日付の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し - 0-5 バイ ト ： タ グ

- 6-17 バイ ト ： 種類

- 18-20 バイ ト ： 日付

! 注意 ! 

コマン ド "18" を使用し て、 タ グ、 種類、 日付を書き込むこ

と ができ ます。

14 一次プロセス変数上のセンサ

情報の読込み

な し - 0-2 バイ ト ： センサシ リ アル番号

- 3 バイ ト ： センサ リ ミ ッ ト と 一次プロセス変数の測定範

囲の HART 単位コード

- 4-7 バイ ト ： 上限値

- 8-11 バイ ト ： 下限値

- 12-15 バイ ト ： 最小スパン

! 注意 ! 

• データは一次プロセス変数 （= 質量流量） に関する もの

です。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表されま

す。

15 一次プロセス変数の出力情報

の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し - 0 バイ ト ： ア ラームセレ ク シ ョ ン ID

- 1 バイ ト ： ト ラ ン ス フ ァーフ ァ ン ク シ ョ ン ID

- 2 バイ ト ： 一次プロセス変数の測定範囲の設定のための 

HART 単位コード

- 3-6 バイ ト ： 上限範囲、 20 mA 値

- 7-10 バイ ト ： 測定範囲の開始点、 4 mA 値

- 11-14 バイ ト ： ダンピング係数 [s]

- 15 バイ ト ： 書込み禁止 ID

- 16 バイ ト ： OEM 製造者 ID、 17 = Endress+Hauser

初期設定 ：

一次プロセス変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意 ! 

• コマン ド "51" を使用し て、 機器変数の割当てをプロセス

変数に割 り 当てる こ と ができ ます。

• 製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表されま

す。

16 @ 機器製造番号の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し 0-2 バイ ト ： 製造番号

17 ユーザー メ ッ セージの書込み

ア ク セス = 書込み

こ のパラ メ ータで、 32 文字のテキ ス ト を

機器に保存でき ます。

0-23 バイ ト ： 要求されたユーザー メ ッ

セージ

機器内の最新のユーザー メ ッ セージを表示し ます。

0-23 バイ ト ： 機器内の最新のユーザー メ ッ セージ

18 タ グ、 種類 と日付の書込み

ア ク セス = 書込み

こ のパラ メ ータで、 8 文字のタ グ と、

16 文字の種類と 日付を保存でき ます。

- 0-5 バイ ト ： タ グ

- 6-17 バイ ト ： 種類

- 18-20 バイ ト ： 日付

機器内の最新の情報を表示し ます。

- 0-5 バイ ト ： タ グ

- 6-17 バイ ト ： 種類

- 18-20 バイ ト ： 日付

標準コマンド

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ  
（10 進法の数値データ）
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共有コマンド（Common Practice Commands）

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）

34 一次プロセス変数のダンピン

グ値の書込み

ア ク セス = 書込み

0-3 バイ ト ： 一次プロセス変数のダンピ

ング値 （秒単位）

初期設定 ：

一次プロセス変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ 

機器内の最新のダンピング値を表示し ます。

0-3 バイ ト ： ダンピング値 （S）

35 一次プロセス変数の測定範囲

の書込み

ア ク セス = 書込み

測定範囲の書込み

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数の HART 

単位コード

- 1-4 バイ ト ： 測定範囲の上限、

- 20 mA 値

- 5-8 バイ ト ： 測定範囲の開始点、

4 mA 値

初期設定 ：

一次プロセス変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意 ! 

• コマン ド "51" を使用し て、 機器変数の

割当てをプロセス変数に割 り 当て る こ

と ができ ます。

• HART 単位コード が、 プロセス変数に

対し て正し く ない場合、 機器の設定は

最後の単位のま ま継続されます。

最新の測定範囲の設定が表示されます。

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数の測定範囲の設定のための 

HART 単位コード

- 1-4 バイ ト ： 上限範囲、 20 mA 値

- 5-8 バイ ト ： 測定範囲の開始点、 4 mA 値

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表されます。

38 機器ステータ スの リ セ ッ ト

（構成の変更）

ア ク セス = 書込み

な し な し

40 一次プロセス変数の電流出力

値をシ ミ ュ レーシ ョ ン

ア ク セス = 書込み

一次プロセス変数の出力電流シ ミ ュ レー

シ ョ ン。

シ ミ ュ レーシ ョ ンモード の入力値に 0 を

入力する と シ ミ ュ レーシ ョ ンモード を終

了し ます。

0-3 バイ ト ： 電流出力値 （mA）

初期設定 ：

一次プロセス変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意 ! 

コマン ド "51" を使用し て、 機器変数の割

当てをプロセス変数に割 り 当て る こ と が

でき ます。

一次プロセス変数の瞬時電流値が表示されます。

0-3 バイ ト ： 電流出力値 （mA）

42 マス ター リ セ ッ ト の実行

ア ク セス = 書込み

な し な し

44 一次プロセス変数の単位の書

込み

ア ク セス = 書込み

一次プロセス変数の単位の設定 

プロセス変数に適応し た単位のみが機器

に転送されます。

0 バイ ト ： HART 単位コード

初期設定 ：

一次プロセス変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

! 注意 ! 

• 書き込まれた HART 単位コード が、 プ

ロセス変数に対し て正し く ない場合、

機器の設定は最後の単位のま ま継続さ

れます。

• 一次プロセス変数の単位を変更し て も、

システムには影響はあ り ません。

一次プロセス変数の最新の単位コード が表示されます。

0 バイ ト ： HART 単位コード

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表されます。

48 追加機器状態の読込み

ア ク セス = 読込み

な し 機器のステータ スが、 拡張フ ォームに表示されます。

コード ： → 表を参照 → 36 ページ
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50 4 つのプロセス変数のための

機器変数の割当ての読込み

ア ク セス = 読込み

な し プロセス変数の最新の変数割当てが表示されます。

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数のための機器変数コード

- 1 バイ ト ： 二次プロセス変数のための機器変数コード

- 2 バイ ト ： 三次プロセス変数のための機器変数コード

- 3 バイ ト ： 四次プロセス変数のための機器変数コード

初期設定 ：

• 一次プロセス変数 ： コード 1 （質量流量）

• 二次プロセス変数 ： コード 250 （積算計 1）

• 三次プロセス変数 ： コード 7 （密度）

• 四次プロセス変数 ： コード 9 （温度）

! 注意 ! 

コマン ド "51" を使用し て、 機器変数の割当てをプロセス変

数に割 り 当てる こ と ができ ます。

51 4 つのプロセス変数のための

機器変数の割 り 当ての書込み

ア ク セス = 書込み

4 つのプロセス変数のための機器変数の

割当ての設定 ：

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数のための

機器変数コード

- 1 バイ ト ： 二次プロセス変数のための

機器変数コード

- 2 バイ ト ： 三次プロセス変数のための

機器変数コード

- 3 バイ ト ： 四次プロセス変数のための

機器変数コード

機器変数サポー ト コード ：

→ データ を参照 → 31 ページ

初期設定 ：

• 一次プロセス変数 = ｼﾂﾘｮｳ ﾘｭｳﾘｮｳ

• 二次プロセス変数 （SV） = ｾｷｻﾝｹｲ 1

• 三次プロセス変数 （TV） = ﾐﾂﾄﾞ

• 四次プロセス変数 （FV） = ｵﾝﾄﾞ

プロセス変数の単位割当てが表示されます。

- 0 バイ ト ： 一次プロセス変数のための機器変数コード

- 1 バイ ト ： 二次プロセス変数のための機器変数コード

- 2 バイ ト ： 三次プロセス変数のための機器変数コード

- 3 バイ ト ： 四次プロセス変数のための機器変数コード

53 機器変数単位の書込み

ア ク セス = 書込み

こ のコマン ド は、 与え られた機器変数の

単位を設定し ます。 機器変数に適応し た

これらの単位のみが転送されます。

- 0 バイ ト ： 機器変数コード

- 1 バイ ト ： HART 単位コード

機器変数サポー ト コード ：

→ データ を参照 → 31 ページ

! 注意 ! 

• 書き込まれた HART 単位コード が、 機

器変数に対し て正し く ない場合、 機器

の設定は最後の単位のま ま継続されま

す。

• 機器変数の単位を変更し て も、 システ

ムには影響あ り ません。

機器変数の最新の単位コード が表示されます。

- 0 バイ ト ： 機器変数コード

- 1 バイ ト ： HART 単位コード

! 注意 ! 

製造者固有単位は、 HART 単位コード "240" で表されます。

59 レ スポン ス メ ッ セージへのプ

レ ンブル数の書込み

ア ク セス = 書込み

こ のパラ メ ータは、 レ スポン ス メ ッ セー

ジに挿入された、 プレ ンブル数を設定し

ます。

0 バイ ト ： プレ ンブル数 （2...20） 

最新のプレ ンブル数が表示されます。

0 バイ ト ： プレ ンブル数

共有コマンド（Common Practice Commands）

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）
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5.4.5 機器ステータ ス / エラー メ ッ セージ

コマン ド 48 によ って、 最新のエラー メ ッ セージを拡張機器ステータ スによ って見る こ と ができ  
ます。 情報はビ ッ ト コード を使用し て提供されます （→ 下表を参照）。

! 注意 ! 
機器ステータ スおよびエラー メ ッ セージに関する詳細やその対処法については、58 ページを参照 
し て く ださい。

バイトビット エラー No. エラーの簡単な説明→ 57 ページ

0-0 001 重大なデバイ スエラー

0-1 011 EEPROM の故障

0-2 012 EEPROM のデータ ア ク セスの不良

1-1 031 S-DAT ： 欠陥または、 喪失

1-2 032 S-DAT ： 保存された値へのア ク セスエラー

1-3 041 T-DAT ： 欠陥または、 喪失

1-4 042 T-DAT ： 保存された値へのア ク セスエラー

1-5 051 入出力基板と アンプ基板に、 互換性な し

3-3 111 積算計チェ ッ ク サムエラー

3-4 121 入出力基板と アンプ基板 （ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン） に互換性な し

3-6 205 T-DAT ： データのダウ ン ロード に失敗

3-7 206 T-DAT ： データのア ッ プロード に失敗

4-3 251 アンプ基板の内部通信異常

4-4 261 アンプ基板と入出力基板間でのデータ通信エラー

5-7 339

流量バッ フ ァ ：

一次的に保存された流量 （脈流の測定モード） が、 60 秒間ク リ アまたは、

出力でき ません。

6-0 340

6-1 341

6-2 342

6-3 343

周波数バッ フ ァ ：

一次的に保存された流量 （脈流の測定モード） が、 60 秒間ク リ アまたは、

出力でき ません。

6-4 344

6-5 345

6-6 346

6-7 347

パルスバッ フ ァ ：

一次的に保存された流量 （脈流の測定モード） が、 60 秒間ク リ アまたは、

出力でき ません。

7-0 348

7-1 349

7-2 350
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7-3 351

電流出力 ：

流量が範囲外と なっています。

7-4 352

7-5 353

7-6 354

7-7 355

周波数出力 ：

流量が範囲外と なっています。

8-0 356

8-1 357

8-2 358

8-3 359

パルス出力 ：

パルス出力周波数が範囲外と なっています。

8-4 360

8-5 361

8-6 362

9-0 379
計測チューブの共振周波数が、 許容範囲外と なっています。

9-1 380

9-2 381
計測チューブの温度センサに欠陥の可能性があ り ます。

9-3 382

9-4 383
センサハウジングの温度センサに欠陥の可能性があ り ます。

9-5 384

9-6 385

計測チューブのコ イル （入口または出口側） に欠陥の可能性があ り ます。9-7 386

10-0 387

10-1 388

アンプのエラー10-2 389

10-3 390

11-6 471 最大許容バッ チ時間を越えま し た。

11-7 472 アンダーバッ チング ： 最低バッ チ量に未到達

オーバーバッ チング ： 最大許容バッ チ量超過

12-0 473 精密バッ チ量のポ イ ン ト 通過

バッ チ制御の終了が近づいています。

12-1 474 入力された最大流量値がオーバーシ ョ ッ ト です。

12-7 501 新しいソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンが実行されています。 この間、 他のコマン ド

は実行でき ません。

13-0 502 デバイ ス フ ァ イルをア ッ プロードおよびダウ ン ロード し ます。 この間、 他の

コマン ド は実行でき ません。

13-2 571 バッ チ制御進行中 （バルブオープン）

13-3 572 バッ チ制御停止中 （バルブク ローズ）

13-5 586 流体の特性によ り 測定を続行する こ と ができ ません。

13-6 587 プロセス条件が極端な条件になっています。

そのため、 機器を始動する こ と ができ ません。

13-7 588 アナロ グ値からデジ タル値への内部演算ができ ません。

測定を続行する こ と は不可能。

14-3 601 ポジテ ィ ブゼロ リ ターンが起動し ています。

バイトビット エラー No. エラーの簡単な説明→ 57 ページ
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14-7 611

電流出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
15-0 612

15-1 613

15-2 614

15-3 621

周波数出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
15-4 622

15-5 623

15-6 624

15-7 631

パルス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
16-0 632

16-1 633

16-2 634

16-3 641

ステータ ス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
16-4 642

16-5 643

16-6 644

16-7 651

リ レー出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
17-0 652

17-1 653

17-2 654

17-3 661

電流入力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
17-4 662

17-5 663

17-6 664

17-7 671

ステータ ス入力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。
18-0 672

18-1 673

18-2 674

18-3 691 エラー時の出力のシ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。

18-4 692 体積流量のシ ミ ュ レーシ ョ ンが起動し ています。

19-0 700 プロセス流体密度が、 " 空検知 " 機能で設定し た上限値も し く は下限値の範

囲外と なっています。

19-1 701 流体の特性が極端になっている ため、 計測チューブの加振コ イルの電流値が

最大値に達し ま し た。

19-2 702 プロセス流体が不均一なため、 共振周波数が安定し ません。

19-3 703 フ ローノ イ ズの限界 CH0

アナロ グ値からデジ タル値への内部演算ができ ません。

測定を続行する こ と は可能です。

19-4 704 フ ローノ イ ズの限界 CH1

アナロ グ値からデジ タル値への内部演算ができ ません。

測定を続行する こ と は可能です。

19-5 705 電子部品の測定範囲を超えています。 質量流量が多すぎます。

20-5 731 ゼロ点調整が不可能あ るいはキ ャ ンセルされま し た。

22-4 61 F- チ ッ プの異常、 または入出力基板に正し く 差し込まれていません。

24-5 363 電流入力 ：

電流入力値が設定範囲外です。

バイトビット エラー No. エラーの簡単な説明→ 57 ページ
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5.4.6 HART 上書き禁止機能

入出力基板上のジ ャ ンパによ り 、 HART 上書き禁止機能のオンオフができ ます。

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 
電子部品のカバーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. 入出力基板を取 り 外し て く ださい。 → 66 ページ または → 68 ページ

3. ジ ャ ンパを使って、 HART 上書き禁止機能をオン またはオフにし て く ださい （→ 図 21）。

4. 入出力基板の取付は、 上記と逆の手順で行って く ださい。

A0001212

図 21: HART 上書き禁止機能

1 上書き禁止機能オフ （初期設定） ： HART 通信によ る上書き禁止解除

2 上書き禁止機能オン ： HART 通信によ る上書き禁止
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6 設定

6.1 機能確認

測定機器の設定を行 う 前に、 設置および電気配線の最終確認を行って く ださい。
• " 設置状況の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト  → 15 ページ

• " 配線状況の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト  → 22 ページ

6.2 機器への電源供給

設置および配線状況の確認が終了し た ら、 電源を入れる こ と ができ ます。 これによ り 、 機器は使
用可能な状態にな り ます。
機器はい く つかの電源投入時自己診断を実行し ます。 こ の処理中、 以下の メ ッ セージが順に現場
指示計に表示されます。

通常測定モード では、 ス ター ト ア ッ プが完了する とすぐに測定を開始し ます。
各種の測定値やステータ スパラ メ ータが表示部に表示されます。 この画面をホーム画面 と言いま
す。

! 注意 ! 
ス ター ト ア ッ プに失敗する と、 原因を示すエラー メ ッ セージが表示されます。

CNG マス DCI

ěĞĎĢďčĪĽ
ĚĻĘđğċđ

ス ター ト ア ッ プ メ ッ セージ

Æ

CNG マス DCI

ġļĨļĐěĝĪĢđĈď
V XX.XX.XX

現行のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

Æ

ġļĻĶċđĚċĠĶČĖ 
ĚċđĨěđĚċĠĶČĖ 1 
ĚċđĨěđĚċĠĶČĖ 2 
ěġĎĞěĤċđĶČĖ

イ ン ス ト ールされている入出力モジ ュールの

リ ス ト

Æ

C.T. ĨĐ / ĐĐĒ 
 
 

Æ

Ěěġį OK

→ ēīĽĸĎĚČĻ

通常の測定モード の開始

Æ
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6.3 ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ

現場指示計のない測定機器の場合、 各パラ メ ータおよび機能は、 FieldCare などの設定プロ グ ラ 
ムによ って設定する必要があ り ます。 指示計があ る機器の場合、 標準運転に必要なあ らゆる機器
パラ メ タは " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを使用する こ と によ り 、簡単に素早 く 設定する こ  
と ができ ます。

• " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ、 下記参照

• " 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ → 43 ページ

• " 気体測定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ → 46 ページ

6.3.1 " 基本設定 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ

! 注意 ! 
• 設定中に Q キーを押すと、 機能 " ｷﾎﾝｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ ?" （1002） に戻 り ます。 それまでに設定

されたパラ メ ータは保存されます。 

• 他のク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する前に、 " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを行 う 必要が

あ り ます。

m " ｼｭｯｶｼﾞ ﾉ ｾｯﾃｨﾝｸﾞ " は選択済みの単位をすべて工場設定と し ます。

" ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｾｯﾃｨﾝｸﾞ " は設定済みの単位を受け付けます。

n 現在実行し ている ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ m で設定されていない単位のみ、 各単位設定終了後に他の単

位設定画面が表示されます。 質量、 体積、 基準体積の単位は、 対応する流量単位から導かれます。

o すべての単位が設定される まで " ﾊｲ " が表示され続けます。

" ｲｲｴ " は、 利用でき る単位がな く なった と きに表示されます。

p 電流出力および / またはパルス / 周波数出力が利用でき る場合のみ、 確認 メ ッ セージが表示されます。

現在実行し ている ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プで設定されていない出力のみ各出力設定終了後に他の出力設

定画面が表示されます。

q すべての出力が設定される まで " ﾊｲ " が表示され続けます。

" ｲｲｴ " は、 利用でき る出力がな く なった と きに表示されます。

r " 表示の自動設定 " オプシ ョ ンには、 以下の基本設定 / 初期設定が含まれます。

ﾊｲ 1 行目の表示 = 質量流量

2 行目の表示 = 積算計 1

3 行目の表示 = システムの状態

ｲｲｴ 現在設定されている表示の割当てに従います。

s その他の ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プの実行方法ついては、 以降のセ ク シ ョ ンで詳細に説明し ます。
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A0011949-DE

図 22: ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プによる簡易設定
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6.3.2 " 脈流 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ

! 注意 ! 
" 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プは、 機器に電流出力またはパルス / 周波数出力があ る場合にのみ  
使用でき ます。

容積往復動式ポンプ、 蠕動式ポンプ、 カム式ポンプなどは、 定期的な脈動流を生み出し ます。 
これら ポンプにおいては、 バルブが閉じ る と き またはバルブの リ ーク によ り 逆流が生じ ます。

! 注意 ! 
" 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する前に、 " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを行って く  
ださい。 → 41 ページ

A0001213

図 23: 各種ポンプの流量特性

A 脈動が大きい場合

B 脈動が小さい場合

1 1 シ リ ンダカムポンプ

2 2 シ リ ンダカムポンプ

3 磁気ポンプ

4 蠕動式ポンプ、 フ レキシブル接続ホース

5 多連容積往復ポンプ

脈動が大き い場合

" 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューでの設定が行われる と、 流量変動は補正され、 脈動する 
流体が正確に計測で き る よ う にな り ます。 こ の ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プの詳細な使用法について
は、 次のセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

! 注意 ! 
流量特性が不明の場合は、" 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューで選択する こ と を推奨し ます。

脈動が小さ い場合

歯車ポンプ、 3 シ リ ンダ以上の多連ポンプを使用する場合のよ う に脈動が小さい と きは、 ク イ ッ 
ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューによ る操作は、 必ずし も必要ではありません。
しかし ながら、 安定し た、 流量変動の少ない出力信号を得る ために、 現場のプロセス条件に合わ
せて機能マ ト リ ク スの下記機能を変更する こ と を推奨し ます （→ " 機器パラ メ ータ説明書 " を参  
照）。

• 機器のダンピング ： " ﾌﾛｰﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ " 機能 → 数値を上げて く ださい。

• 電流出力ダンピング ： " ｼﾞﾃｲｽｳ " 機能 → 数値を上げて く ださい。
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" 脈流 " ク イ ッ ク セッ ト アッ プ

このク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プによ り 、 脈流のあ る アプ リ ケーシ ョ ンにおいて設定する必要のあ る主
だった機能を設定する こ と ができ ます。 これは、測定レ ンジや電流レ ンジ、 フルスケール値など、
予め設定済みの値には無効です。

a0004431-de

図 24: 脈流アプ リ ケーシ ョ ン用ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ
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m 現在実行し ている ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プで設定されていない積算計のみ、 各積算計設定終了後に他の積

算計設定画面が表示されます。

n すべての積算計が設定される まで " ﾊｲ " が表示され続けます。

" ｲｲｴ " は、 利用でき る積算計がな く なった と きに表示されます。

o 現在実行し ている ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プで設定されていない出力のみ、 各出力設定終了後に他の出力設

定画面が表示されます。

p 両方の出力が設定される まで " ﾊｲ " が表示され続けます。

" ｲｲｴ " は、 利用でき る出力がな く なった と きに表示されます。
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! 注意 ! 
• 設定中に Q キーを押すと、 機能 " ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ " （1003） に戻 り ます。

• こ のセ ッ ト ア ッ プ メ ニューは、 基本設定ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューから直接呼び出すか、

または、 " ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ " （1003） 機能を使用し て手動で呼び出すこ と が可能です。

推奨設定値 

" 脈流 " クイックセットアップ

ホーム画面 → F → 測定値 → O → ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ → F → 脈流セ ッ ト ア ッ プ （1003）

機能番号 機能名称 選択 / 入力 （OS）

次の機能へ進む （F）

1003 ﾐｬｸﾘｭｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ﾊｲ

確認のために F を押し た後に、 ク イ ッ ク

セ ッ ト ア ッ プ メ ニューがそれに続 く すべて

の機能を順次呼び出し ます。

Æ

基本設定

2002 ﾋｮｳｼﾞ ﾉ ﾁｴﾝ 1 s

3002 ｾｷｻﾝｹｲ ﾓｰﾄﾞ （DAA） +/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ （ｾｷｻﾝｹｲ 1）

3002 ｾｷｻﾝｹｲ ﾓｰﾄﾞ （DAB） +/- ﾊﾟﾙｽ ｱｼﾞｬｽﾄ （ｾｷｻﾝｹｲ 2）

3002 ｾｷｻﾝｹｲ ﾓｰﾄﾞ （DAC） +/- ﾊﾟﾙｽ ｱｼﾞｬｽﾄ （ｾｷｻﾝｹｲ 3）

" 電流出力 1...n" の設定

4004 ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ ﾐｬｸﾘｭｳ

4005 ｼﾞﾃｲｽｳ 1 s

" 周波数 / パルス出力 1...n" の信号タイプ（周波数出力用）

4206 ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ ﾐｬｸﾘｭｳ

4208 ｼﾞﾃｲｽｳ 0 s

" 周波数 / パルス出力 1...n" の信号タイプ（パルス出力用）

4225 ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ ﾐｬｸﾘｭｳ

その他の設定

8005 ｱﾗｰﾑ ﾁｴﾝｾｯﾃｲ 0 s

6400 LF ｶｯﾄｵﾌ ﾉ ﾜﾘｱﾃ ｼﾂﾘｮｳﾘｭｳﾘｮｳ

6402 LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉｱﾀｲ 設定は口径によ って異な り ます。

8A = 2.0 [kg/h] または [l/h]

15A = 6.5 [kg/h] または [l/h]

25A = 18 [kg/h] または [l/h]

6403 LF ｶｯﾄｵﾌ ﾉ ｱﾀｲ 50%

6404 ﾌﾟﾚｯｼｬ ﾊﾟﾙｽ ｻﾌﾟﾚｽ 0 s

Æ

ホーム画面に戻る。

→ Esc キー X を 3 秒以上押し続けて く ださい。

→ Esc キー X → を繰 り 返し押し て く ださい。 機能マ ト リ ク スから順次抜け出し ます。
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6.3.3 " 気体測定 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ

測定機器は、 液体の流量計測に適し ているだけではあ り ません。 コ リ オ リ の原理に基づき質量を
直接測定するため、 気体の流量を計測する こ と も でき ます。

! 注意 ! 
• " 気体測定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する前に、" 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを行っ

て く ださい。 → 41 ページ
• 気体測定モード では、 質量および ノ ルマル体積流量のみ計測および出力を行 う こ と ができ ま

す。 度および体積を直接測定する こ と はでき ません。
• 気体測定の流量範囲および測定精度は、 液体測定時の精度と は異な り ます。

• 質量流量 （例 ： kg/h） ではな く 、 ノ ルマル体積流量 （例 ： Nm3/h） を測定し、 出力 と し て使用

する場合、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューの " 基本設定 " で " ｷｼﾞｭﾝﾀｲｾｷｴﾝｻﾞﾝ " 機能の設定
を " ｺﾃｲｷｼﾞｭﾝﾐﾂﾄﾞ " に変更し て く ださい。
ノ ルマル体積流量は以下に割 り 当てる こ と ができ ます。
- 表示行
- 電流出力
- パルス / 周波数出力

" 気体測定 " ク イ ッ ク セッ ト アッ プの実施

こ の ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ューによ り 気体測定アプ リ ケーシ ョ ンにおいて設定する必要の
あ る主だった機能を設定する こ と ができ ます。

A0002502-en

図 25: " 気体測定 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ

推奨設定値は、 次のページを参照し て く ださい。
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! 注意 ! 
気体の圧力が低圧でも機器が流量を測定でき る よ う に、 " 気体測定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実 
行する と自動的に " ｶﾗｹﾝﾁ （6420） " 機能をオフにし ます。

" 気体測定 " クイックセットアップ

ホーム画面 → F → 測定値 （A）

測定値 → O → ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ （B）

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ → N → ｷﾀｲｹｲｿｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ （1004）

機能番号 機能名称 選択／入力 （P）

（次の機能へ進む ： F を押す）

1004 ｷﾀｲｹｲｿｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ ﾊｲ

確認のために F を押し た後に、 ク イ ッ ク セ ッ

ト ア ッ プ メ ニ ューがそれに続 く すべての機能

を順次呼び出し ます。

Æ

6400 LF ｶｯﾄｵﾌ ﾉ ﾜﾘｱﾃ 気体の流量を計測する場合は、 質量流量が少

ないため、 ローフ ローカ ッ ト オフを使用し な

いこ と を推奨し ます。

設定 ： ｵﾌ

6402 LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉｱﾀｲ "LF ｶｯﾄｵﾌ ﾉ ﾜﾘｱﾃ" 機能が "ｵﾌ" に設定されて

いない場合は、 以下が適用されます。

設定 ：

0.0000 [ 単位 ]

ユーザー入力 ：

気体測定の流量が少ないため、 ス イ ッ チオン

の値 （= ローフ ローカ ッ ト オフ） も それに応じ

て小さ な値でなければな り ません。

6403 LF ｶｯﾄｵﾌ ﾉ ｱﾀｲ "LF ｶｯﾄｵﾌ ﾉ ﾜﾘｱﾃ" 機能が "ｵﾌ" に設定されて

いない場合は、 以下が適用されます。

設定 ：

50%

ユーザー入力 ：

ス イ ッ チオンの値を基準と し て ヒ ステ リ シス

を % でス イ ッ チオフの値に入力し て く だ さい。

Æ

ホーム画面に戻る。

→ Esc キー  を 3 秒以上押し続けて く ださい。

→ Esc キー  → を繰 り 返し押し て く ださい。 機能マ ト リ ク スから順次抜け出し ます。
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6.3.4 データバッ クア ッ プ / 転送

"T-DAT ﾎｿﾞﾝ / ﾖﾐｺﾐ " 機能を使って、機器のすべての設定およびパラ メ ータ を T-DAT （ リ ムーバ   
ブル メ モ リ ） と  EEPROM （内部 メ モ リ ） 間でや り 取 り でき ます。

本機能は次のよ う な場合に有効です。
• バッ ク ア ッ プの作成 ： 現在の設定データがすべて EEPROM から T-DAT にコ ピーされます。

• 変換器の交換 ： 現在の設定データ をすべて EEPROM から T-DAT にコ ピーし、 新しい変換器

の EEPROM にコ ピーし たデータ を転送し ます。
• 設定データの複製 ： 現在の設定データ をすべて EEPROM から T-DAT にコ ピーし、 同じ測定

条件の機器にコ ピーし たデータ を転送し ます。

! 注意 ! 
T-DAT の差込み方、 引抜き方に関し ては、 66 ページを参照し て く ださい。 

A0001221-en

図 26: "T-DAT ﾎｿﾞﾝ / ﾖﾐｺﾐ " 機能によるデータバッ クア ッ プ / 転送

" ﾖﾐｺﾐ " および " ﾎｿﾞﾝ " オプシ ョ ンに関する注意 ： 

ﾖﾐｺﾐ ： 
T-DAT から EEPROM に設定データ を転送し ます。

! 注意 ! 
• EEPROM に保存されている設定データおよびパラ メ ータは上書き されます。

• T-DAT に有効なデータが含まれる場合にのみ、 こ のオプシ ョ ンは使用でき ます。

• T-DAT のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンが EEPROM のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン と同じか、 それよ り

も新しい場合にのみ、 こ の機能は選択でき ます。 そ う でない場合は、 ス ター ト ア ッ プ中にエ
ラー メ ッ セージ "TRANSM. SW-DAT" が表示され、 これ以降 " ﾖﾐｺﾐ " 機能は使用でき な く な り
ます。

ﾎｿﾞﾝ ： 
EEPROM から T-DAT に設定データ を転送し ます。

FEsc

E+-

XXX.XXX.XX

F F

FF FF
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6.4 設定

# 危険 ! 
防爆機器の場合は、 10 分間の冷却または放電時間が経過し てから、 機器を開けて く ださい。

6.4.1 電流出力 ： アク テ ィ ブ / パッ シブ

電流出力は、入出力基板または電流サブモジ ュール上の様々なジャ ンパを使って、" ア ク テ ィ ブ " 
または " パッ シブ " の設定を行 う こ と ができ ます。

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 
電子部品のカバーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. 入出力基板を取 り 外し ます。 → 66 ページ

3. ジ ャ ンパを設定し ます （→ 図 29）。

" 警告 ! 
機器を破壊する危険性があ り ます。 図示の通 り にジ ャ ンパを設定し て く ださ い （→ 図 27）。  
ジ ャ ンパを間違って設定する と、機器あ るいはそれに接続されている外部の機器のいずれか
を破壊する過電流が発生する可能性があ り ます。

4. 入出力基板の取付は、 上記と逆の手順で行って く ださい。

A0001214

図 27: ジ ャ ンパによる電流出力の設定 （入出力基板）

1 電流出力 1、 HART

1.1 ア ク テ ィ ブ電流出力 （工場出荷時）

1.2 パッ シブ電流出力

2 電流出力 2 （オプシ ョ ン、 サブモジュール）

2.1 ア ク テ ィ ブ電流出力 （工場出荷時）

2.2 パッ シブ電流出力
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6.4.2 パルス / 周波数出力 1 および 2

ラ イ ンモニタ リ ング " オン " または " オフ " によ るパルス / 周波数出力の設定は、パルス / 周波      
数出力サブモジュールの各種ジャ ンパを使用し て行います。

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 
電子部品のカバーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. 入出力基板を取 り 外し ます。 → 66 ページ

3. ジ ャ ンパを設定し ます （→ 図 29）。

" 警告 ! 
機器を破壊する危険性があ り ます。 図に示されている通 り にジ ャ ンパを設定し て く ださ い。
ジ ャ ンパを間違って設定する と、機器あ るいはそれに接続されている外部の機器のいずれか
を破壊する過電流が発生する可能性があ り ます。

4. 入出力基板の取付は、 上記と逆の手順で行って く ださ い。

A0001802

図 28: ジ ャ ンパによるパルス / 周波数出力の設定 （入出力基板）

1 パルス / 周波数出力 1

1.1 ラ イ ンモニタ リ ング " オン " （初期設定）

1.2 ラ イ ンモニタ リ ング " オフ "

2 パルス / 周波数出力 2

2.1 ラ イ ンモニタ リ ング " オン " （初期設定）

2.2 ラ イ ンモニタ リ ング " オフ "
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6.4.3 リ レー接点 ： ノ ーマルク ローズ / ノ ーマルオープン

リ レー接点は、 入出力基板も し く はプ ラ グ接続の可能なサブモジ ュール上の 2 個のジ ャ ンパを
使って、 ノ ーマルオープン （NO または、 A 接点） あ るいは ノ ーマルク ローズ （NC または、 B 接    
点） と し て設定でき ます。 こ の設定は、 " ｼｭﾂﾘｮｸﾘﾚｰｼﾞｮｳﾀｲ （4740） " 機能を使っていつでも確認 
する こ と ができ ます。

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 
電子部品のカバーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. 入出力基板を取 り 外し ます。 → 66 ページ

3. ジ ャ ンパを設定し ます （→ 図 29）。

" 警告 ! 
- 設定を変更する場合は常に両方のジャ ンパの位置を変え る必要があ り ます。

ジャ ンパの位置が正しいこ と をご確認 く ださい。
- オーダーされたバージ ョ ンによ っては、 入出力基板上の電流入力サブモジュールの位置

および変換器の端子割当てに変更があ る こ と にご注意 く ださい。 → 19 ページ

4. 入出力基板の取付は、 上記と逆の手順で行って く ださい。

A0001215

図 29: 選択型入出力基板のジ ャ ンパによる リ レー出力サブモジュールの設定 （NC/NO）

1 NO 接点の設定 （ リ レー 1 の初期設定 ： NO）

2 NC 接点の設定 （ リ レー 2 の初期設定 ： NC） （組み込まれている場合）
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6.5 調整

6.5.1 ゼロ点調整

すべての機器は、 最新技術に従って校正が実施されています。 
この方法で取得し たゼロ点は、 型式銘板に刻印されています。 
校正は、 基準条件下で行われています。 → 74 ページ 
そのため、 CNG マス DCI では通常、 ゼロ点調整は必要ありません。

ゼロ点調整は以下のよ う な場合に行 う こ と を推奨し ます。
• 微小流量で、 最高の測定精度を要求する場合

• 過酷なプロセス条件または運転条件の場合 （例 ： 非常に高いプロセス温度）

ゼロ点調整時の注意

ゼロ点調整を行 う 前に、 以下の点に注意し て く ださい。
• 均質な流体でのみ、 調整する こ と が可能です。

• ゼロ点調整は流量ゼロ （v = 0 m/s） で実施し ます。 た と えば、 センサの上流側および / または

下流側の遮断バルブ、 あ るいは既存のバルブやゲー ト を使用し て、 こ の状態にする こ と がで
き ます。
- 通常運転時 → バルブ 1 および 2 開
- ポンプ圧力を使用したゼロ点調整 → バルブ 1 開 / バルブ 2 閉
- ポンプ圧力を使用しないゼロ点調整 → バルブ 1 閉 / バルブ 2 開

A0003601

図 30: ゼロ点調整および遮断バルブ

" 警告 ! 
• " ｾﾞﾛﾃﾝ " 機能を使用し て、 現在有効なゼロ点を確認する こ と ができ ます 

（→ " 機器パラ メ ータ説明書 " を参照）。

1

2
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ゼロ点調整の実行

1. 運転条件が安定する まで、 待機し ます。

2. 流れを停止し ます （v = 0 m/s）。

3. 遮断バルブからの漏れを確認し ます。

4. 使用圧力が正しいかを確認し ます。

5. 現場指示計を使用し て、 機能マ ト リ ク スで " ｾﾞﾛﾃﾝﾁｮｳｾｲ " 機能を選択し ます。 
基本機能 → プロセスパラ メ ータ → 調整 → ゼロ点調整

6. 機能マ ト リ ク スがロ ッ ク状態であ る場合は、 O または S を押す と、 自動的にア ク セス コー
ド を入力する画面が表示されます。 ア ク セス コード を入力し ます （初期設定 = 84）。

7. O または S を使用し て " ｽﾀｰﾄ " を選択し、 F で確定し ます。
確認 メ ッ セージで " ﾊｲ " を選択し、 再度 F で確定し ます。
ゼロ点調整がス ター ト し ます。
- 調整が始ま る と、メ ッ セージ " ｾﾞﾛﾃﾝﾁｮｳｾｲ ｼﾝｺｳﾁｭｳ " が表示部に 30 ～ 60 秒間表示され

ます。
- 計測チューブ内の流速が 0.1 m/s を超え る と、 次のよ う なエラー メ ッ セージが表示部に表

示されます ： " ｾﾞﾛﾃﾝﾁｮｳｾｲ ｼｯﾊﾟｲ "。
- ゼロ点調整が完了する と、 " ｾﾞﾛﾃﾝﾁｮｳｾｲ " 機能が再び表示されます。

8. ホーム画面に戻る。

- Esc キー （ ） を 3 秒以上押し続けて く ださい。

- Esc キー （ ） を繰 り 返し押し て く ださい。

6.6 メ モ リ （HistoROM）

エン ド レ スハウザー社では、 HistoROM と い う 言葉を、 プロセスおよび測定機器のデータの保存 
先と な る様々な タ イプのデータ ス ト レージモジュールを指す言葉 と し て使用し ています。 このモ
ジ ュールの取付け と取外し を行 う こ と で、 機器設定を他の測定機器上に複製し、 1 つの実例のみ 
を引用する こ と ができ ます。

6.6.1 HistoROM/S-DAT （センサ -DAT）

S-DAT は、 交換可能なデータ記憶機器であ り 、 センサに関連するすべてのパラ メ ータ、 つま り 口 
径、 シ リ アル番号、 校正フ ァ ク タ、 ゼロ点がこ こに保存されます。

6.6.2 HistoROM/T-DAT （変換器 -DAT）

T-DAT は、 変換器に関するすべてのパラ メ ータおよび設定値を保存し ている交換可能なデータ 
記憶機器です。
パラ メ ータ設定の EEPROM から T-DAT への保存、 あ るいはその逆の操作は、 ユーザーが行 う 必    
要があ り ます （= マニュ アル操作によ る保存機能）。 詳細については、 " 機器パラ メ ータ説明書 " 
GP001D （"T-DAT ﾎｿﾞﾝ / ﾖﾐｺﾐ （1009） " 機能） を参照し て く ださい。
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7 メ ンテナンス
特別な保守作業は必要あ り ません。

7.1 外部洗浄

機器の外部を洗浄する場合は、 必ずハウ ジング と シールの表面に傷をつけない洗浄剤を使用し て
く ださい。
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8 ア クセサリ
変換器およびセンサには、 ア ク セサ リ が多種用意されています。 詳細は、 最寄 り の弊社営業所も
し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。 オーダーコード に関する詳細については、 最寄 り の
弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。

8.1 測定原理固有のアクセサリ

8.2 通信関連のアクセサリ

8.3 サービス関連のアクセサリ

アクセサリ 内容 オーダーコード

変換器取付セ ッ ト 分離型用変換器の取付セ ッ ト 。 

以下の取付が可能です。

- 壁取付

- 柱への取付

- 制御盤への取付

アル ミ ニウ ムフ ィ ール ド ハウジングの取付セ ッ ト

配管取付に最適 （¾"...3"） 

DK8WM - *

アクセサリ 内容 オーダーコード

HART コ ミ ュ ニケー

タ  

Field Xpert ハン ドヘ

ル ド ター ミ ナル

HART 電流出力 （4 ～ 20mA） を使用し て機能設定および

測定値の読み取 り を行え るハン ドヘル ド ター ミ ナル。

詳細は、 弊社サービ スにお問い合せ く ださい。

SFX100 - *******

FXA195 コ ミ ュボ ッ ク ス FXA195 は、 本質安全イ ンテ リ ジェ ン ト

変換器を HART プロ ト コルでパーソナルコ ンピ ュータの 

USB ポー ト に接続し ます。 これによ って、 設定プロ グ ラ

ム （例えば、 FieldCare） を利用し た変換器の リ モー ト 操

作が可能にな り ます。 コ ミ ュボ ッ ク スの電源は、 USB 

ポー ト から供給されます。

FXA195 - *

アクセサリ 内容 オーダーコード

アプ リ ケータ 流量計の選択およびサイ ジング用のソ フ ト ウ ェ ア。 

 

アプ リ ケータは、 イ ン ターネ ッ ト から ダウ ン ロードする

か、 あ るいは、 CD-ROM を注文し て PC にイ ン ス ト ール

する こ と ができ ます。 

 

詳細は、 弊社サービ スにお問い合せ く ださい。 

DXA80 - *

フ ィ ール ド チェ ッ ク 現場で流量計をテス ト する ためのテス タ / シ ミ ュ レー

タ。 

"FieldCare" ソ フ ト ウ ェアパッ ケージ と組合わせて使用す

る こ と によ り 、 テス ト 結果をデータベースに取込んで、

印刷し た り 公的な認証に使用する こ と ができ ます。 

 

詳細は、 弊社サービ スにお問い合せ く ださい。 

50098801
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FieldCare FieldCare は、 エン ド レ スハウザー社製 FDT ベースのプ

ラ ン ト アセ ッ ト マネージ メ ン ト ツールです。 本ツールを

利用し て、 ループ内にあ る イ ンテ リ ジェ ン ト フ ィ ール ド

機器の設定および診断が可能です。 ステータ ス情報を利

用する こ と によ り 、 簡単かつ効果的に機器のステータ ス

や状態を監視し ます。 プロ ラ イ ン流量計への接続は、

FXA193 など専用イ ン ターフ ェ イ ス を介し て行われます。

→ ステータ ス情報を利

用する こ と によ り 、 簡

単かつ効果的に機器の

ステータ スや状態を監

視し ます。 

詳細は、 弊社のサービ

スにお問い合わせ く だ

さい。

FXA193 FXA193 は、 設定のために機器を FieldCare 経由でPC に

接続するサービ ス イ ン ターフ ェ イ スです。

FXA193 – *

アクセサリ 内容 オーダーコード
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラブルシューテ ィ ングについて

設定後または操作中に故障が発生し た場合は、 以下のチェ ッ ク リ ス ト を使用し て ト ラブルシュー
テ ィ ングを開始し て く ださい。 以下の手順を実行する こ と によ り 、 適切な対策を取る こ と ができ
ます。

表示部のチェック

何も表示されず、 出力

信号も出ていない。

1. 電源確認 → 端子 1、 2

2. 電源用 ヒ ューズの確認→ 70 ページ

AC 85...260 V ： 0.8 A ス ローブロー / 250 V

20...55 V AC および 16...62 V DC ： 

2 A ス ローブロー / 250 V

3. 電子部品欠陥 → スペアパーツ注文 → 65 ページ

何も表示されないが、

出力信号は出ている。

1. 表示モジュールの リ ボンケーブルコネ ク タがアンプ基板に正し く 挿入され

ているかの確認 → 65 ページ

2. 表示モジュールの欠陥 → スペアパーツ注文→ 65 ページ

3. 電子部品欠陥 → スペアパーツ注文→ 65 ページ

表示部の言語が不明な

言語。

電源をオフにし ます。 表示部の P キーを押し たま ま電源をオンにし て く ださ

い。 テキス ト が、 最大のコ ン ト ラ ス ト でかつ、 英語で表示されます。

測定値は表示されるが、

電流あ るいはパルス出

力が出ていない。

電子部品欠陥 → スペアパーツ注文→ 65 ページ

Æ

表示部上のエラーメッセージ

設定あ るいは測定動作中に発生するエラーは、 すぐに表示されます。 エラー メ ッ セージには各種のア イ コ

ンがあ り 、 これらのア イ コ ンの意味は、 次の通 り です。

- エラータ イプ ： S = システムエラー、 P = プロセスエラー

- エラー メ ッ セージ タ イプ ： $ = ア ラーム メ ッ セージ、 ! = 注意 メ ッ セージ

- ěĵĖļĶċđ ĚļČđĞĐ = エラーの内容、 例 ： 流体が均質でない

- 03:00:05 = エラー発生の継続時間 （時間、 分および秒）

- #702 = エラー番号

" 警告 ! 

詳細については、 28 ページを参照し て く ださ い。

エラー番号 ：

No. 001 - 399

No. 501 - 699

システムエラー （機器エラー） が発生 → 58 ページ

エラー番号 ：

No. 400 - 499

No. 700 - 799

プロセスエラー （アプ リ ケーシ ョ ンエラー） が発生 → 62 ページ

Æ

その他のエラー（エラーメッセージなし）

その他のエラーが発生 診断と 調整→ 63 ページ
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9.2 システムエラー メ ッ セージ

重大なシステムエラーは、 常に " ア ラーム メ ッ セージ " と し て本機器に認識され、 表示部に稲妻  
のマーク （$） が表示されます。 ア ラーム メ ッ セージは直ちに出力に影響を及ぼし ます。 一方、 シ
ミ ュ レーシ ョ ンやポジテ ィ ブゼロ リ ターンは " 注意 メ ッ セージ " と し て分類され、画面に表示さ  
れます。

" 警告 ! 
重大な故障の場合は、 弊社に返却し て く ださ い。 流量計を弊社に返却する前に、 重要な処理手順
を行って く ださい。 
→ 6 ページ
本取扱説明書に添付されている " 安全 / 洗浄確認依頼書 " に必要な内容を正し く 記載し、必ず機   
器に同封し て く ださい。 " 安全 / 洗浄確認依頼書 " は本取扱説明書の巻頭に添付されています。

! 注意 ! 
• 下記のエラー メ ッ セージの分類は、 初期設定です。

• 詳細については、 28 ページ も参照し て く ださい。

No. エラーメッセージの種類 原因 対処法 / スペアパーツ

S = システムエラー

$ = ア ラーム メ ッ セージ （入出力に影響あ り ）

! = 注意 メ ッ セージ （入出力に影響な し）

No. # 0xx → ハードウェアエラー

001 S: 重大な異常

 $: # 001

重大なデバイ スエラー アンプ基板を交換し て く ださい。 

スペアパーツ → 65 ページ

011 S: AMP HW EEPROM

 $: # 011

アンプ ：

EEPROM の欠陥

アンプ基板を交換し て く ださい。 

スペアパーツ → 65 ページ

012 S: AMP SW EEPROM

 $: # 012

測定アンプ ： EEPROM データへのア ク セスエラー エラーが発生し た EEPROM データブロ ッ クは 

" ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ " 機能で表示されます。

Enter キーを押すと 当該エラーを検知し、 エラーが発生

し たパラ メ ータ値に代わ り 、 初期値が挿入されます。

! 注意 ! 

積算計ブロ ッ ク でエラーが発生し た場合は、 機器を再始

動する必要があ り ます 

（→ エラー番号 111 / ｾｷｻﾝｹｲ ﾁｪｯｸｻﾑｴﾗｰ も参照）。

 031 S: SENSOR HW DAT

 $: # 031

センサ DAT ：

1. S-DAT に欠陥があ る。

2. S-DAT がアンプ基板に接続されていないか、

あ るいは見当た ら ない。

1. S-DAT を交換し て く ださい。

スペアパーツ → 65 ページ

DAT を交換する前に、 新し く 交換する DAT が電子

部品と 互換性があ るか、 スペアパーツセ ッ ト 番号を

チェ ッ ク し て く ださい。

2. S-DAT をアンプ基板に差込んで く ださい。 

→ 66 ページ または → 68 ページ

 032 S: SENSOR SW DAT

 $: # 032

センサ DAT ：

S-DAT に保存された校正値へのア ク セスエラー

1. S-DAT が正確にアンプ基板に差し込まれているかを

チェ ッ ク し ます。 → 66 ページ または → 68 ページ

2. 欠陥があ る場合は、 S-DAT を交換し て く ださい。

スペアパーツ → 65 ページ

DAT を交換する前に、 新し く 交換する DAT が電子

部品と 互換性があ るかをチェ ッ ク し て く だ さい。 

次を確認し て く ださい。

- スペアパーツセ ッ ト 番号

- ハード ウ ェ ア改訂番号

3. 必要であれば、 電子部品を交換し て く ださ い。

スペアパーツ → 65 ページ

 041 S: TRANSM. HW DAT

 $: # 041

センサ DAT ：

1. T-DAT に欠陥があ る。

2. T-DAT がアンプ基板に接続されていないか、

あ るいは見当た ら ない。

1. T-DAT を交換し て く ださい。

スペアパーツ → 65 ページ

DAT を交換する前に、 新し く 交換する DAT が電子

部品と 互換性があ るか、 スペアパーツセ ッ ト 番号を

チェ ッ ク し て く ださい。

2. T-DAT をアンプ基板に差込んで く ださい。 

→ 66 ページ または → 68 ページ
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 042 S: TRANSM. SW DAT

 $: # 042

センサ DAT ：

S-DAT に保存された校正値へのア ク セスエラー

1. T-DAT が正確にアンプ基板に差し込まれているかを

チェ ッ ク し ます。 → 66 ページ または → 68 ページ。

2. 欠陥があ る場合は、 T-DAT を交換し て く ださい。

スペアパーツ → 65 ページ

DAT を交換する前に、 新し く 交換する DAT が電子

部品と 互換性があ るかをチェ ッ ク し て く だ さい。 

次を確認し て く ださい。

- スペアパーツセ ッ ト 番号

- ハード ウ ェ ア改訂番号

3. 必要であれば、 電子部品を交換し て く ださい。

スペアパーツ → 65 ページ

No. # 1xx → ソフトウェアエラー

 121 S: A / C ｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙ

 !: # 121

異なる ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンのため、 入出力基

板と アンプは、 部分的にしか互換性がない （機能

を制限する可能性あ り ）

! 注意 ! 

- この メ ッ セージは " ｺﾚﾏﾃﾞﾉｼﾞｮｳﾀｲ " 機能に記録

されるだけです。

- 指示計には表示されません。

旧ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンの基板を FieldCare によ って

ア ッ プデー ト するか、 基板を交換し て く だ さい。 

スペアパーツ → 65 ページ

No. # 2xx → エラー / 通信エラー

 205 S: ﾖﾐｺﾐﾁｭｳ

 !: # 205

変換器 DAT ：

T-DAT へのデータバッ ク ア ッ プ （ダウ ン ロード）

が失敗し たか、 T-DAT に保存されている校正値

へのア ク セスエラー （ア ッ プロード）。

1. T-DAT が正確にアンプ基板に差し込まれているかを

チェ ッ ク し ます。 → 66 ページ または → 68 ページ

2. 欠陥があ る場合は、 T-DAT を交換し て く ださい。

スペアパーツ → 65 ページ

DAT を交換する前に、 新し く 交換する DAT が電子

部品と 互換性があ るかをチェ ッ ク し て く だ さい。 

次を確認し て く ださい。

- スペアパーツセ ッ ト 番号

- ハード ウ ェ ア改訂番号

3. 必要であれば、 電子部品を交換し て く ださい。

スペアパーツ → 65 ページ

 206 S: T-DAT ﾎｿﾞﾝﾁｭｳ

 !: # 206

 251 S: I/O- ｱﾝﾌﾟ ﾂｳｼﾝｴﾗｰ 

 $: # 251

アンプ基板の内部通信異常 アンプ基板を交換し て く ださい。

スペアパーツ → 65 ページ

261 S: I/O- ｱﾝﾌﾟ ﾂｳｼﾝｴﾗｰ 

 $: # 261

アンプ と入出力基板間でデータの授受がないか、

あ るいは間違った内部データ を転送し ている。

バスの接続部をチェ ッ ク し て く ださい。

 271 S: ﾃﾞﾝｹﾞﾝ ｲｼﾞｮｳ

 $: # 271

電源供給が中断し ま し た。

電源異常の後、 保税アプ リ ケーシ ョ ンモード で機

器を ス ター ト ア ッ プ中にエラー メ ッ セージが表示

される。

ENTER キーで確認するか、 または補助入力 （ステータ

ス入力） を使用し て リ セ ッ ト し て く ださい。

No. # 3xx → システムリミットの超過

 339
 ... 

 342

S: ﾃﾞﾝﾘｭｳ n ｽﾀｯｸ 

 $: # 339…342

一次的に保存された流量 （脈流の測定モード）

が、 60 秒間ク リ アまたは、 出力でき ない。

1. 上限あ るいは下限の設定を変更し て く ださい。

2. 流量を増加、 あ るいは減少させて く ださい。

ア ラームが発生し た場合 = ア ラーム メ ッ セージ （$） ：

- 出力のエラー応答を " ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ " にする こ と によ

り 、 バッ フ ァはク リ ア されます。 → 65 ページ

- 上記 1 に述べられた方法によ ってバッ フ ァ を ク リ アで

き ます。

 343
 ... 

 346

S: ｼｭｳﾊｽｳ n ｽﾀｯｸ

 $: # 343…346

 347
 ... 

 350

S: ﾊﾟﾙｽ n ｽﾀｯｸ

!: # 347...350

一次的に保存された流量 （脈流の測定モード）

が、 60 秒間ク リ アまたは、 出力でき ない。

1. パルス値の設定を増加し て く ださい。

2. 積算計が高いパルス を処理でき る場合、 最大パルス

周波数を増やし て く だ さい。

3. 流量を増加、 あ るいは減少させて く ださい。

ア ラームが発生し た場合 = ア ラーム メ ッ セージ （$） ：

- 出力のエラー応答を " ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ " にする こ と によ

り 、 バッ フ ァはク リ ア されます。 → 65 ページ。

- 上記 1 に述べられた方法によ ってバッ フ ァ を ク リ アで

き ます。

No. エラーメッセージの種類 原因 対処法 / スペアパーツ



ト ラ ブルシュ ーティ ング CNG マス DCI

60 エンド レ スハウザー ジャ パン

 351
 ... 

 354

S: ﾃﾞﾝﾘｭｳ n ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

 $: # 351…354

電流出力 :

流量が範囲外 と なっている。

1. 上限あ るいは下限の設定を変更し て く ださ い。

2. 流量を増加、 あ るいは減少させて く ださい。

 355
 ... 

 358

S: ｼｭｳﾊｽｳ n ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

 !: # 355...358

周波数出力 :

流量が範囲外 と なっている。

1. 上限あ るいは下限の設定を変更し て く ださ い。

2. 流量を増加、 あ るいは減少させて く ださい。

 359
 ... 

 362

S: ﾊﾟﾙｽ n ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

 $: # 359…362

パルス出力 ：

パルス出力周波数が範囲外と なっている。

1. パルス値の設定を増加し て く ださい。

2. パルス幅を選んだ と きに、 接続されたカ ウ ン タに

よ って動作でき る値を選択し て く だ さい （例 ： 機械

式カ ウ ン タ、 PLC など）

パルス幅を決定 ：

- 方法 1 ： 接続されたカ ウ ン タ仕様から最小 ON 時

間を入力し ます。

- 方法 2 ： 接続されたカ ウ ン タ仕様から最大入力周

波数を調べ、 その逆数の半分の値を入力し ます。

例 ：

接続されている カ ウ ン タの最大入力周波数が、10 Hz 

の と き、 パルス幅は、 次式のよ う に決定されます。

a0004437

3. 流量を減少し て く ださい。

 379
 ... 

 380

S: ﾁｭｰﾌﾞｼｭｳﾊｽｳｹﾞﾝｶｲ

 $: # 379…380

計測チューブの共振周波数が、 許容範囲外と なっ

ている。

原因 ：

- 上限あ るいは下限の設定を変更し て く ださい。

- 流量を増加、 あ るいは減少させて く だ さい。

弊社サービ スにご連絡 く ださい。

 381 S: MIN. ﾘｭｳﾀｲｵﾝﾄﾞ

 $: # 381

計測チューブの温度センサに欠陥の可能性があ

る。

弊社サービ スにご連絡いただ く 前に、 次の電気接続を

チェ ッ ク し て く ださい。

- センサ信号ケーブルが正確にアンプ基板に差し込まれ

ている こ と を確認し て く ださい。 → 66 ページ または 

→ 68 ページ

- 分離型 ：

センサおよび変換器端子番号 9 および 10 をチェ ッ ク

し て く ださい （→ 17 ページ）。

 382 S: MAX. ﾘｭｳﾀｲｵﾝﾄﾞ

 $: # 382

 383 S: MIN ﾘｭｳﾀｲｵﾝﾄﾞ

 $: # 383

センサハウ ジングの温度センサに欠陥の可能性が

あ る。

弊社サービ スにご連絡いただ く 前に、 次の電気接続を

チェ ッ ク し て く ださい。

- センサ信号ケーブルが正確にアンプ基板に差し込まれ

ている こ と を確認し て く ださい。 → 66 ページ または 

→ 68 ページ

- 分離型 ：

センサおよび変換器端子番号 11 および 12 をチェ ッ ク

し て く ださい （→ 17 ページ）。

 384 S: MAX ﾎｺﾞｶﾝｵﾝﾄﾞ

 $: # 384

 385 S: IN ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｴﾗｰ

 $: # 385

計測チューブのピ ッ ク ア ッ プコ イル （入口側） に

欠陥の可能性があ る。

弊社サービ スにご連絡いただ く 前に、 次の電気接続を

チェ ッ ク し て く ださい。

- センサ信号ケーブルが正確にアンプ基板に差し込まれ

ている こ と を確認し て く ださい。 → 66 ページ または 

→ 68 ページ

- 分離型 ：

センサおよび変換器端子番号 4、 5、 6 および 7 を

チェ ッ ク し て く だ さい （→ 17 ページ）。

 386 S: OUT ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｴﾗｰ

 $: # 386

計測チューブのピ ッ ク ア ッ プコ イル （出口側） に

欠陥の可能性があ る。

 387 S: ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｺｲﾙｴﾗｰ

 $: # 387

計測チューブのピ ッ ク ア ッ プコ イルに欠陥の可能

性があ る。

 388
 ... 

 390

S: ｱﾝﾌﾟ ﾉ ﾄﾞｳｻﾌﾘｮｳ

 $: # 388…390

アンプのエラー 弊社サービ スにご連絡 く ださい。

No. エラーメッセージの種類 原因 対処法 / スペアパーツ

1

2.10 Hz
= 50 ms
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No. # 5xx → アプリケーションエラー

 501 S: ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾁｭｳ

 !: # 501

新しいアンプも し く は入出力基板の ソ フ ト をア ッ

プロード中です。 ア ッ プ / ダウ ン ロード中はその

他の機能すべてを利用でき ません。

ア ッ プロード が終了する まで待機し て く だ さい。

自動的に再起動し ます。

 502 S: UP-/DOWNLOAD 

ACT.

 !: # 502

設定ソ フ ト ウ ェアで機器のデータ をア ッ プ / ダウ

ン ロード中です。 ア ッ プ / ダウ ン ロード中はその

他の機能すべてを利用でき ません。

ア ッ プロード が終了する まで待機し て く だ さい。

 586 S: ｼﾝﾄﾞｳｼﾝﾌﾟｸ ｹﾞﾝｶｲ

 $: # 586

流体の特性によ り 測定を続行する こ と ができ な

い。

原因 ：

- 粘度が極端に高い

- プロセス流体が非常に不均一 （気体あ るいは固

体が含有）

プロセス条件を変更あ るいは改善し て く だ さい。

 587 S: ﾁｭｰﾌﾞ ｼﾝﾄﾞｳｼﾅｲ

 $: # 587

プロセス条件が極端な条件になっている。 そのた

め、 機器を始動する こ と ができ ない。

プロセス条件を変更あ るいは改善し て く だ さい。

 588 S: ﾌﾛｰﾉｲｽﾞ ﾉ ｹﾞﾝｶｲ

 $: # 588

アナロ グ値からデジ タル値への内部演算ができ な

い。

原因 ：

- キ ャ ビテーシ ョ ン

- 極端な圧力変動

- 気体流速が早い

測定を続行する こ と は不可能。

流速を下げる など、 プロセス条件を変更あ るいは改善し

て く ださい。

No. # 6xx → シュミュレーションモードが起動中

 601 S: POS. ｾﾞﾛﾘﾀｰﾝ

 !: # 601

ポジテ ィ ブゼロ リ ターンが起動。

" 警告 ! 

こ の メ ッ セージは、 最優先で表示されます。

ポジテ ィ ブゼロ リ ターンをオフにし て く だ さい。

 611
 ... 

 614

S: ﾃﾞﾝﾘｭｳ n SIM. ﾁｭｳ

 !: # 611...614

電流出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動。

 621
 ... 

 624

S: ｼｭｳﾊｽｳ SIM. ﾁｭｳ n

 !: # 621...624

周波数出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動。 シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださ い。

 631
 ... 

 634

S: ﾊﾟﾙｽ SIM. ﾁｭｳ n

 !: # 631...634

パルス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動。 シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださ い。

 671
 ... 

 674

S: ｽﾃｰﾀｽ In SIM. ﾁｭｳ

!: # 671...674

ステータ ス入力シ ミ ュ レーシ ョ ンが起動。 シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださ い。

 691 S: ﾌｪｰﾙｾｰﾌ SIM. ﾁｭｳ

 !: # 691

エラー時の出力のシ ミ ュ レーシ ョ ンが起動。 シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださ い。

 692 S: ｿｸﾃｲﾁ ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

 !: # 692

測定変数のシ ミ ュ レーシ ョ ンが起動 （例 - 質量流

量）。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く ださ い。

 698 S: DEV. TEST AKT.

 !: # 698

機器がﾃｽﾄ / ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ機器によ り 現場でチェ ッ ク

中。

−

No. エラーメッセージの種類 原因 対処法 / スペアパーツ
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9.3 プロセスエラー

プロセスエラーは、 " ア ラーム " メ ッ セージまたは " 注意 " メ ッ セージのいずれか と し て設定さ     
れ、 ア ラーム メ ッ セージ と し て設定する と エラー発生時の入出力に影響し ます。 機能マ ト リ ク ス
を使用し、 どち らの メ ッ セージにするか設定する こ と ができ ます （→ " 機器パラ メ ータ説明書 " 
を参照）。

! 注意 ! 
• 下記のエラー メ ッ セージの分類は、 初期設定です。

• 詳細については、 28 ページ も参照し て く ださい。

No. エラーメッセージの種類 原因 対処法 / スペアパーツ

P = プロセスエラー

$ = ア ラーム メ ッ セージ （入出力に影響あ り ）

! = 注意 メ ッ セージ （入出力に影響な し）

 700 P: ﾊﾟｲﾌﾟ ｶﾗ

 $: # 700

プロセス流体の密度が、 " 空検知 " 機能で設定し

た上限値または下限値を超えている。

原因 ：

- 計測チューブ内に空気があ る

- 計測チューブの一部のみが充填されている

1. プロセス流体に気体が含まれないよ う にし て く だ さ

い。

2. 現在のプロセス条件に合わせて " 空検知応答時間 " 

機能の値を調整し て く ださい。

 701 P: ﾚｲｺﾃﾞﾝﾘｭｳﾉｹﾞﾝｶｲ

 $: # 701

た と えば、 気体あ るいは固体がよ り 多 く 含まれて

いる など、 特定のプロセス流体の特性が極端に

なっている ため、 計測チューブの加振コ イルの電

流値が最大値に達し た。

機器は正常。

特に、 気化性の流体の流体測定などで気体の含有量が増

えた場合、 次のよ う な方法で使用圧力を上昇させる こ と

を推奨し ます。

1. ポンプの下流側に機器を取 り 付けます。

2. 垂直配管の底部に機器を取 り 付けます。

3. 機器の下流側に流量を制限する レデューサあ るいは

オ リ フ ィ スプレー ト を取 り 付けます。 702 P: ｽﾗｸﾞﾘｭｳ ｼﾞｮｳﾀｲ

 $: # 702

プロセス流体が、 た と えば、 気体あ るいは固体が

含まれている ため不均一にな り 、 周波数制御が安

定し ない。

 703 P: ﾉｲｽﾞ ﾉ ｹﾞﾝｶｲ CH0

 $: # 703

アナロ グ値からデジ タル値への内部演算ができ な

い。

原因 ：

- キ ャ ビテーシ ョ ン

- 極端な圧力変動

- 気体流速が早い

測定を続行する こ と は可能。

流速を下げる など、 プロセス条件を変更あ るいは改善し

て く ださい。

 704 P: ﾉｲｽﾞ ﾉ ｹﾞﾝｶｲ CH1

 $: # 704

 705 P: ﾘｭｳﾘｮｳｷｼﾞｭﾝｵｰﾊﾞｰ

 $: # 705

質量流量が多すぎ る。 電子部品の測定範囲を超え

ている。

流量を減少し て く ださい。

 731 P: ｾﾞﾛﾁｮｳｾｲ ｼｯﾊﾟｲ

 !: # 731

ゼロ点調整が不可能あ るいはキ ャ ンセルされた。 ゼロ点調整を " 流量ゼロ " （v = 0 m/s） の状態で実行し て

く だ さい。 → 52 ページ
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9.4 メ ッ セージのないプロセスエラー

症状 調整

注記 ：

故障を修正するには、 機能マ ト リ ク スの特定の設定を変更あ るいは調整する必要があ り ます。

以下で説明する機能 （例 ： " ﾋｮｳｼﾞ ﾉ ﾁｴﾝ "） は、 " 機器パラ メ ータ説明書 " に詳しい説明が記載されています。

 

流量が安定し ているにもかかわら

ず、 測定値が変動する。

1. 流体に気泡がないかをチェ ッ ク し て く だ さい。

2. " ｼﾞﾃｲｽｳ " 機能 → 値を増加し て く ださい （→ 出力 / 電流出力 / 設定）

3. " ﾋｮｳｼﾞ ﾉ ﾁｴﾝ " 機能 →  値を増加し て く だ さい （→ ユーザーイ ン ターフ ェ イ ス / コ ン ト ロール / 基本

設定）

流れが正方向であ るにもかかわら

ず、 流量値が負の値を表示し てい

る。

" ｾﾝｻﾄﾘﾂｹﾎｳｺｳ " 機能の設定を、 必要に応じ て変更し て く だ さい。

測定値の読み値、 または出力が変

動し ている （例 ： 往復ポンプ、 蠕

動式ポンプ、 ダ イ アフ ラ ム式ポン

プなどの使用）。

" 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行し て く ださい （→ 43 ページ）。

これらの方法によ り 改善されない と きは、 ダンパーをポンプ と機器の間に設置し て く だ さい。

流量計内部の積算計 と、 外部の機

器の表示に差があ る。

これは主に逆流によ る もの と考え られます。測定モード が " ｾｲﾎｳｺｳ " も し く は " ｾｲ / ﾌ ﾉ ﾘｮｳﾎｳｺｳ " のどち

らであって も逆流があった場合、 逆流を取 り 除 く こ と はでき ません。

以下の方法で解決し ます。

" ｾｲ / ﾌ ﾉ ﾘｮｳﾎｳｺｳ " 測定モード にし ます。 問題と なっているパルス出力に関し て、 " ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ " 機能で 

" ﾐｬｸﾘｭｳ " に設定し て く ださい。

流体が停止し、 計測チューブが充

填されているにもかかわらず、 測

定値が表示部に表示される。

1. 流体に気泡がないかをチェ ッ ク し て く だ さい。

2. "LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉ ｱﾀｲ " 機能に値を入力するか、 も し く は入力値を増加させて く ださい （→ 基本機能 / 

プロセスパラ メ ータ / 設定）。

故障を調整でき ない、 あ るいは上

記以外の故障が発生する。

この場合は、 弊社サービ スにご連

絡 く ださい。

次の方法があ り ます ：

弊社のサービスに点検を依頼
弊社のサービ スにサービ ス技術者の派遣を依頼される場合は、 次のよ う な情報をご連絡 く ださい。

- 簡単な故障の内容

- 銘板仕様 : オーダーコードおよびシ リ アル番号→ 7 ページ

弊社ヘ機器を返却する
修理または校正が必要な流量計を弊社に返却する前に、 適切な処理手順が実施された こ と を確認し て く だ

さい。 → 6 ページ

必ず、 " 安全 / 洗浄確認書 " に必要な内容を正し く 記載し、 それを流量計に同封し て く ださい。 

" 安全 / 洗浄確認書 " は本取扱説明書の巻頭に添付されています。

変換器の電子部品を交換する
電子部品に欠陥があ る場合 → スペア部品の注文→ 71 ページ
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9.5 エラーに対する出力の状態

! 注意 ! 
積算計、 電流、 パルスおよび周波数出力のフ ェールセーフモード は、 機能マ ト リ ク スの各種の機
能を使用し て設定する こ と ができ ます。 
詳細については、 " 機器パラ メ ータ説明書 " を参照し て く ださい。

ポジテ ィ ブゼロ リ ターンを使用する と、 た と えば、 配管の洗浄中に測定を中断し なければな ら な
い場合、 電流、 パルスおよび周波数出力をそれぞれのフ ォールバッ ク値に設定する こ と ができ ま
す。 こ の機能は、 その他のすべての機器機能に優先し ます。 た と えば、 シ ミ ュ レーシ ョ ンは中止
されます。

出力と積算計のフェールセーフモード

プロセス / システムエラーあ り ポジテ ィ ブゼロ リ ターンが作動中

" 警告 ! 

" 注意 メ ッ セージ " と し て設定されたシステムエラーあ るいはプロセスエラーは、 入出力に影響を及ぼし ません。

詳細については、 28 ページ も参照し て く ださい。 

電流出力 MIN. ﾃﾞﾝﾘｭｳ

異常発生時の電流出力は、 " 出力電流範囲 " 機能で選択された設定に応じ た最小

電流値を出力し ます （→ " 機器パラ メ ータ説明書 " を参照）。

MAX. ﾃﾞﾝﾘｭｳ

異常発生時の電流出力は、 " 出力電流範囲 " 機能で選択された設定に応じ た最大

電流値を出力し ます （→ " 機器パラ メ ータ説明書 " を参照）。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ

最後に有効だった値 （故障発生前） に従って出力し ます。

ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ

電流出力は現在の測定値に従って出力し ます。 故障は無視されます。 

出力信号は、 " 流量ゼロ " に対応し ます。

パルス出力 ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ

出力されません。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ

最後に有効だった値 （故障発生前） に従って出力し ます。

ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ

故障は無視されます。 周波数出力は現在の測定値に従って出力し ます。 

出力信号は、 " 流量ゼロ " に対応し ます。

パルス / 周波数出

力

ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ

出力信号 → 0 Hz

ﾌｪｰﾙｾｰﾌ ﾉ ﾚﾍﾞﾙ

フ ェールセーフ機能で指定された周波数の出力。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ

最後に有効だった値 （故障発生前） に従って出力し ます。

ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ

故障は無視されます。 周波数出力は現在の測定値に従って出力し ます。 

出力信号は、 " 流量ゼロ " に対応し ます。

積算計 ｽﾄｯﾌﾟ

積算計は、 エラーが修正される まで一時的に停止し ます。

ｼﾞｯｻｲ ﾉ ｱﾀｲ

故障は無視されます。 積算計は現在の測定値に従ってカ ウ ン ト を継続し ます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ

積算計は、 最後に有効だった値 （故障発生前） に従ってカ ウ ン ト を継続し ます。 

積算計は停止し ます。
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9.6 スペアパーツ

前のセ ク シ ョ ンには、 詳細な ト ラブルシューテ ィ ングの方法が記載されています。 → 57 ページ
機器はさ らに自己診断機能およびエラー メ ッ セージの形で、 追加的な対処法を指示し ます。
故障の修理を行 う 場合、 欠陥部品を検査済みのスペアパーツ と交換する必要があ り ます。 
スペアパーツの概要については、 図 31 を参照し て く ださい。

! 注意 ! 
スペアパーツは、 変換器の銘板に記載されている シ リ アル番号によ り 、 最寄 り の弊社サービスに
注文する こ と ができ ます （→ 7 ページ）。

スペアパーツは、 以下の部品を含むセ ッ ト で出荷されます。
• スペアパーツ

• 追加部品、 小さ な品目 （ネジ部品など）

• 取付け指示書

• パッ ケージ

A0006363

図 31: 変換器用スペアパーツ （フ ィ ールド およびウォールマウン ト ハウジング）

1 電源基板 （AC 85...260 V、 AC 20...55 V、 DC 16...62 V）

2 アンプ基板

3 選択型入出力基板 （コ ムモジュール）

4 取 り 外し可能な入出力サブモジ ュール

5 固定型入出力基板 （コ ムモジュール）

6 S-DAT （センサデータ メ モ リ ）

7 T-DAT （変換器データ メ モ リ ）

8 表示モジュール
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9.6.1 基板の取外と取付

フ ィ ールド ハウジング

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 

電子部品のカバーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださ い。
• 電子部品を損傷する危険性があ り ます。

静電気が、 電子部品を損傷する、 あ るいはその性能を損な う 恐れがあ り ます。 静電防止された
作業場所を使用し て く ださい （静電保護）。

• 以下の手順を実行する際に、 機器の絶縁耐力の維持を保証できない場合、 メ ーカーの仕様に

基づいて適切な検査を実施し て く ださ い。

" 警告 ! 
弊社純正部品のみを使用し て く ださい。

基板の取付けおよび取外し→ 図 32 ：

1. 変換器から表示部のカバーを取 り 外し て く ださ い。

2. 次のよ う にし て、 現場指示計 （1） を取 り 外し て く ださい。
- 表示モジュール側面 （1.1） を押し て、 表示モジュールを取 り 外し ます。
- 表示モジュールの リ ボンケーブル （1.2） をアンプ基板から外し て く ださい。

3. ネジを回し て、 カバープレー ト （2） を取 り 外し て く ださい。

4. 電源基板 （4） および入出力基板 （6） の取外し ：
取外し用の穴 （3） に細いピンを挿入し て、 ス ロ ッ ト から基板を引き抜き ます。

5. サブモジュール （6.1） の取外し （オプシ ョ ン） ：
サブモジ ュール （出力） を入出力基板か ら取 り 外すためには、 特別な工具は必要あ り ませ
ん。 取 り 付ける場合にも ツールは特に必要あ り ません。

" 警告 ! 
入出力基板と サブモジュールの組合わせは、 特定のものに限 り ます （→ 19 ページ）。
各ポジシ ョ ンには、 それぞれマーク が付いてお り 、変換器の特定の端子にのみ対応し ていま
す。
- ポジシ ョ ン "INPUT / OUTPUT 3" = 端子 22/23
- ポジシ ョ ン "INPUT / OUTPUT 4" = 端子 20/21

6. アンプ基板 （5） を取 り 外し ます。
- S-DAT （5.3） を含むセンサ信号ケーブル （5.1） のプラ グを基板から外し て く ださい。
- 加振コ イルケーブル （5.2） を基板から外し て く ださい。
- 取外し用の穴 （3） に細いピンを挿入し て、 ス ロ ッ ト から基板を引き抜き ます。

7. 取付けは、 取外しの手順の逆です。
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A0006364

図 32: フ ィ ールドハウジング ： 基板の取外し と取付け

1 現場指示計

1.1 ラ ッ チ

1.2 リ ボンケーブル （表示モジ ュール）

2 カバープレー ト のネジ

3 基板の取付け / 取外し用穴

4 電源基板

5 アンプ基板

5.1 信号ケーブル （センサ）

5.2 加振コ イルケーブル （センサ）

5.3 S-DAT （センサデータ メ モ リ ）

5.4 T-DAT （変換器データ メ モ リ ）

6 入出力基板 （選択型）

6.1 取 り 外し可能な入出力サブモジ ュール （ステータ ス入力、 電流入力、 電流出力、 パルス / 周波数出 

力、 リ レー出力）

7 入出力基板 （固定型）
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ウォ ールマウント ハウジング

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 

電子部品のカバーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださ い。
• 電子部品を損傷する危険性があ り ます。

静電気が、 電子部品を損傷する、 あ るいはその性能を損な う 恐れがあ り ます。 静電防止された
作業場所を使用し て く ださい （静電保護）。

• 以下の手順を実行する際に、 機器の絶縁耐力の維持を保証できない場合、 メ ーカーの仕様に

基づいて適切な検査を実施し て く ださ い。

" 警告 ! 
弊社純正部品のみを使用し て く ださい。

基板の取付けおよび取外し→ 図 33 ：

1. ネジを外し、 表示部のカバー （1） を開けて く ださい。

2. 電子モジュール （2） を固定し ているネジを取 り 外し、 電子モジュールを押し上げ、 ウ ォー
ルマウ ン ト ハウジングから引き出し て く ださ い。

3. 下記のケーブルプラ グをアンプ基板から取 り 外し て く ださ い （7）。
- S-DAT （7.3） を含むセンサ信号ケーブル （7.1） のプラ グを抜いて く ださい。
- 加振コ イルケーブル （7.2） のプラ グを抜いて く ださい。 

この と き、 プラ グを前後に動かし た り せず、 慎重にていねいに抜いて く ださい。
- 表示モジュールの リ ボンケーブル （3） のプラ グを抜いて く ださい。

4. ネジを緩めて、 電子部品部カバー （4） を電子モジュールから取 り 外し て く ださい。

5. 基板 （6、 7、 8） の取外し ：
取外し用の穴 （5） に細いピンを挿入し て、 ス ロ ッ ト から基板を引き抜き ます。

6. サブモジュール （8.1） の取外し （オプシ ョ ン） ：
サブモジ ュール （出力） を入出力基板か ら取 り 外すためには、 特別な工具は必要あ り ませ
ん。 取 り 付ける場合にも ツールは特に必要あ り ません。

" 警告 ! 
入出力基板と サブモジュールの組合わせは、 特定のものに限 り ます （→ 19 ページ）。
各ポジシ ョ ンには、 それぞれマーク が付いてお り 、変換器の特定の端子にのみ対応し ていま
す。

ポジシ ョ ン "INPUT / OUTPUT 2" = 端子 24/25
ポジシ ョ ン "INPUT / OUTPUT 3" = 端子 22/23
ポジシ ョ ン "INPUT / OUTPUT 4" = 端子 20/21

7. 取付けは、 取外しの手順の逆です。
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A0006365

図 33: フ ィ ールドハウジング ： 基板の取外し と取付け

1 表示部カバー

2 電子モジュール

3 リ ボンケーブル （表示モジ ュール）

4 電子部品部カバーのネジ

5 基板の取付け / 取外し用穴

6 電源基板

7 アンプ基板

7.1 信号ケーブル （センサ）

7.2 加振コ イルケーブル （センサ）

7.3 S-DAT （センサデータ メ モ リ ）

7.4 T-DAT （変換器データ メ モ リ ）

8 入出力基板 （選択型）

8.1 取 り 外し可能な入出力サブモジ ュール （ステータ ス入力、 電流入力、 電流出力、 パルス / 周波数出 

力、 リ レー出力）

9 入出力基板 （固定型）
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9.6.2 ヒ ューズの交換

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 
電子部品のカバーを外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

メ イ ン ヒ ューズは、 電源基板上にあ り ます。 → 図 34
以下の手順で ヒ ューズを交換し て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. 電源基板を取 り 外し ます （→ 66 ページ）。

3. 保護キ ャ ッ プ （1） を取 り 外し、 機器の ヒ ューズ （2） を交換し ます。
必ず以下の ヒ ューズを使用し て く ださい。
- AC 20 ～ 55 V / DC 16 ～ 62 V → 2.0 A ス ローブロー / 250 V、 5.2 × 20 mm
- 電源 AC 85 ～ 260 V → 0.8 A ス ローブロー / 250 V、 5.2 × 20 mm
- 防爆仕様の機器 → 防爆補足説明書を参照

4. 取付けは、 取外しの手順の逆です。

" 警告 ! 
弊社純正部品のみを使用し て く ださい。

A0001148

図 34: 電源基板のヒ ューズ交換

1 保護キ ャ ッ プ

2 機器の ヒ ューズ

1

2
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9.7 返却

→ 6 ページ

9.8 廃棄

お住まいの地域の法規に従って く ださい。

9.9 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

日付 ソフトウェアバージョン ソフトウェアの変更点 取扱説明書

01.2010 3.01.00 初期ソ フ ト ウ ェ ア 71096458/ 10.09
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10 技術データ

10.1 技術仕様解説

10.1.1 アプ リ ケーシ ョ ン

→ 5 ページ

10.1.2 測定原理 / システム構成

測定原理 コ リ オ リ の原理によ る質量流量測定

システム構成 → 7 ページ

10.1.3 入力

測定パラ メ ータ • 質量流量

• 流体密度

• 流体温度

測定レ ンジ 圧縮天然ガス （CNG） の測定レ ンジ

計測可能流量範囲 1 : 100

入力信号 ステータ ス入力 ( 補助入力 )

U = DC 3 ～ 30 V、 Ri = 3 kΩ、 電気的に絶縁。
ス イ ッチレベル ： DC 3 ～ 30 V、 極性依存な し。
機能設定 ： 積算計の リ セ ッ ト 、 ポジテ ィ ブゼロ リ ターン、 エラー メ ッ セージの リ セ ッ ト 、 ゼロ点
調整の開始。

呼び口径 最大測定レンジ（液体）gmin(F) ～ gmax(F)

[mm] [inch] [kg/min] [lb/min]

8 3/8" 0 ～ 150 0 ～ 330

15 ½"

25 1"
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10.1.4 出力

出力信号 電流出力

ア ク テ ィ ブ / パッ シブモード選択可能、 電気的に絶縁、 時定数選択可能 （0.05 ～ 100 s）、 フルス    
ケール値可変、 温度係数 ： 0.005% o.f.s. / ℃ （標準）、 分解能 ： 0.5 µA
• ア ク テ ィ ブモード ： 0/4 ～ 20 mA、 RL ≥ 250 Ω
• パッ シブモード ： 4 ～ 20 mA、 供給電圧 VS ： DC 18 ～ 30 V、 Ri ≥ 150 Ω

o.f.s. = 対フルスケール値

パルス / 周波数出力

ア ク テ ィ ブ / パッ シブモード選択可能、 電気的に絶縁
• ア ク テ ィ ブモード : DC 24 V、 25 mA （最大 250 mA 20 ms 間）、 RL > 100 Ω
• パッ シブモード : オープン コ レ ク タ、 DC 30 V、 250 mA

• 周波数出力 ： フルスケール周波数 2 ～ 10,000 Hz （fmax = 12,500 Hz）、 オン / オフ比 1:1、 パルス

幅最大 2 s
• パルス出力 : パルス値およびパルス極性可変、 パルス幅可変 (0.05 ～ 2000 ms)

アラ ーム信号 電流出力
フ ェールセーフモード選択可能 （例 ： NAMUR 推奨基準 NE 43 に準拠）

パルス / 周波数出力
フ ェールセーフモード選択可能

リ レー出力
故障または電源故障時は非励磁

スイ ッ チ出力 リ レー出力
ノーマルク ローズ （NC または B 接点） または ノーマルオープン （NO または A 接点） 接点選択      
可能 （初期設定 ： リ レー 1 = NO）、 最大 AC 30 V / 0.5 A、 DC 60 V / 0.1 A、 電気的に絶縁

負荷 → 「出力信号」

電気的絶縁性 すべての入出力および電源は、 それぞれ電気的に絶縁。
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10.1.5 電源

電気接続 → 16 ページ

電源電圧 AC 85 ～ 260 V、 45 ～ 65 Hz
AC 20 ～ 55 V、 45 ～ 65 Hz
DC 16 ～ 62 V

電線管接続口 電源ケーブルおよび信号ケーブル （入力 / 出力） ：
• 電線管接続口 M20 × 1.5 （8 ～ 12 mm / 0.31 ～ 0.47"）

• 電線管接続用ス レ ッ ド、 ½" NPT、 G ½"

分離型用の接続ケーブル :
• 電線管接続口 M20 × 1.5 （8 ～ 12 mm / 0.31 ～ 0.47"）

• 電線管接続用ス レ ッ ド、 ½" NPT、 G ½"

ケーブル仕様 分離型→ 17 ページ

消費電力 AC: <15 VA ( センサを含む )
DC: <15 W ( センサを含む )

電源投入時許容突入電流
• DC 24 V 時、 最大 13.5 A （< 50 ms）

• AC 260 V 時、 最大 3 A （< 5 ms）

電源故障時 / 停電時 最低 1 電源周期間、 異常が継続し た場合 :
• EEPROM または HistoROM T-DAT ： 電源故障の場合、 測定システムデータ を保存

• HistoROM/S-DAT ： センサのデータ を保存し た交換可能なデータ メ モ リ チッ プ （呼び口径、 シ

リ アル番号、 校正フ ァ ク タ、 ゼロ点など）

電位平衡 特別な措置を講じ る必要はあ り ません。
防爆機器の場合→ 支給される別紙防爆資料

10.1.6 性能特性

基準条件 エラー リ ミ ッ ト は ISO/DIS 11631 に準拠 ：
• 15 ～ 45 °C （59 ～ 113 °F）

• 2 ～ 6 bar （30 ～ 87 psi）

• 校正システムは国際基準に準拠

• 運転条件下でゼロ点校正

• 現場密度校正 （または高精度密度校正）

最大測定誤差 質量流量

標準的な CNG 燃料補給量の ± 0.50%

繰り 返し 性 質量流量

標準的な CNG 燃料補給量の ± 0.25%

流体温度の影響 運転条件下での温度と ゼロ点調整時での温度に差異があ る場合に付加される標準測定誤差は、 最
大測定レンジに対し て ± 0.0003%/ ℃と な り ます。

流体圧力の影響 校正圧力と プロセス圧力と の差によ る、 質量流量の精度に対する影響はほ と んどあ り ません。
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10.1.7 運転条件 : 設置

設置方法 → 11 ページ

 

接続ケーブル長、 分離型 最大 20 m （66 ft）

使用圧力 → 8 ページ

10.1.8 動作条件 : 環境

周囲温度範囲 センサおよび変換器 ：
• 標準 ： –20 ～ +60 °C （–4 ～ +140 °F）

• オプシ ョ ン ： –40 ～ +60 °C （–40 ～ +140 °F）

! 注意 ! 
• 本製品は日陰に設置し て く ださい。 特に高温地域では直射日光は避けて く ださ い。

• 周囲温度が –20 °C （–4 °F） 以下の場合、 表示部の視認性が悪化する可能性があ り ます。

保管温度 –40 ～ +80 °C （–40 ～ +175 °F）、 +20 °C （+68 °F） 推奨

保護等級 標準 : IP 67 (NEMA 4X) ( センサ、 変換器 )

耐衝撃 IEC 68-2-31 に準拠

耐振動 加速度 2 g、 10 ～ 150 Hz、 IEC 68-2-6 に準拠

電磁適合性 (EMC) IEC/EN 61326 に準拠
 
 

10.1.9 動作条件 : プロセス

流体温度範囲 –50 ～ +150 °C （–58 ～ +302 °F）

流体圧力範囲 最大 350 bar （5080 psi）

センサハウジングの 
破裂板

ハウジング内の作動圧力 ： 10 ～ 15 bar （145 ～ 218 psi）

流量 → 72 ページ、 「測定レンジ」
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10.1.10 構造

外形寸法図 変換器およびセンサの寸法および長さに関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て く ださい。  
技術仕様書は www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。 
入手可能な " 技術仕様書 " の リ ス ト は " 資料番号 " のセ ク シ ョ ンにあ り ます。 → 78 ページ

質量

材質 変換器ハウ ジング ：
アル ミ ダ イ カ ス ト （粉体塗装）

センサハウ ジング ：
耐酸および耐アルカ リ 外面、 ステン レ ス 1.4301/SUS 304 相当

プロセス接続 ：
1.4404/ SUS 316 相当

計測チューブ ：
ステン レ ス 1.4435/ SUS 316L 相当

耐圧曲線 プロセス接続の耐圧曲線 （圧力－温度グ ラ フ） に関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て く   
ださい。 技術仕様書は www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。 
入手可能な " 技術仕様書 " の リ ス ト は " 資料番号 " のセ ク シ ョ ンにあ り ます。 → 78 ページ

プロセス接続 ISO 228-1 準拠の平行内部ネジ BSP （G）、 DIN 3852-2/ISO 1179-1 準拠のシール面付き ：
• G ½" ： 呼び口径 08 A 用

• G ¾" ： 呼び口径 15 A 用

• G 1" ： 呼び口径 25 A 用

! 注意 ! 
DIN 3869 準拠のプロ フ ァ イルシール、 あ るいはプラ スチッ ク リ ッ プ付きの銅製デ ィ ス ク または 
スチール製シールデ ィ ス ク で密封し ます。

呼び口径 mm（inch） 8 (3/8") 15 (½") 25 (1")

質量 [kg] 8.9 10.8 11.8

質量 [lb] 19.6 23.8 26.0
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10.1.11 ユーザーイ ン ターフ ェ イス

表示部 • 液晶デ ィ スプレ イ ： バッ ク ラ イ ト 付き、 4 行表示、 1 行あた り  16 文字

• 各種測定値およびステータ スの表示が可能

• 3 × 積算計

• 周囲温度が –20 °C （–4 °F） 以下の場合、 表示部の視認性が悪化する可能性があ り ます。

操作部 • 光学式タ ッチス イ ッチ操作 （S/O/ F）

• アプ リ ケーシ ョ ン別簡単設定ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

言語グループ 各国での操作に対応するための言語グループが用意されています。
• 西ヨーロ ッパおよびア メ リ カ （WEA） ： 英語、 ド イ ツ語、 スペイ ン語、 イ タ リ ア語、 フ ラ ン ス

語、 オラ ンダ語、 ポル ト ガル語
• 東ヨーロ ッパ / 北欧 （EES） ： 英語、 ロ シア語、 ポーラ ン ド語、 ノ ルウ ェー語、 フ ィ ン ラ ン ド

語、 ス ウ ェーデン語、 チェ コ語
• 東南アジア （SEA） ： 英語、 日本語、 イ ン ド ネシア語

• 中国 （CN） ： 英語、 中国語

! 注意 ! 
言語グループは操作プロ グ ラ ム 「FieldCare」 を使用し て変更でき ます。

リ モート 操作 HART プロ ト コルによ る操作

10.1.12 認証と認定

CE マーク 本製品は EC 指令で定められた要求事項に適合し ます。 
エン ド レ スハウザーは本製品が試験に合格し た こ と を、CE マーク の添付によ り 保証いた し ます。

C-Tick マーク 本製品は 「Australian Communications and Media Authority （ACMA）」 の EMC 指令に適合し ます。

防爆認定 ご使用いただける防爆タ イプ （ATEX、 NEC/CEC など） の機器に関する情報は、 最寄 り の弊社営 
業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。 爆発防止に関するすべての情報は、 別紙防爆
資料に記載されていますので、 必要に応じ てご注文 く ださい。 → 78 ページ

圧力機器認証 呼び口径が 25 A （1"） 以下の機器は、 EC 指令 97/23/EC （圧力機器指令） Article 3 (3) の適用範       
囲であ り 、 GEP （Good Engineering Practice） に従って設計 / 製造されています。

その他の基準および 
ガイ ド ラ イ ン

• EN 60529 ： 

ハウジング保護等級 （IP コード） 

• EN 61010-1 ： 

測定、 制御、 実験処理用の電気機器のための安全基準 

• IEC/EN 61326 ： 

電磁適合性 （EMC 指令）
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10.1.13 注文情報

発注に際し ては、 オーダーコード表をご利用 く ださい。 またオーダーコード表にない仕様につき
ま し ては、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださい。

10.1.14 アクセサリ / スペアパーツ

→ 55 ページ

10.1.15 資料番号

❑ 流量測定 （FA005D）

❑ 機器パラ メ ータ説明書 （GP001D）

❑ 技術仕様書 （TI098D）

❑ 防爆補足資料 ATEX （II2G） ： （XA135D）

❑ 防爆補足資料 NEC/CEC （Div. 1） ： （XA137D）

❑ 防爆補足資料 NEPSI （Zone 1, Zone 21） ： （XA138D）
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防爆タ イプ変換器の回転方法

1. 止めネジを緩めます。

2. 変換器を注意深 く 時計回 り の方向に止ま る まで回し ます。 （ネジの終わ り です）

3. この位置から、 最大 360 度、 反時計回 り の方向に希望の位置まで回転させます。

4. 止めネジを締めます。



■仙台サービス
〒 981-3125  仙台市泉区みずほ台 12-5

Tel.022(371)2511  Fax. 022(371)2514

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061  倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA138D/33/JA/10.09
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は 
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

11.11/ マーコムグループ
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